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(57)【要約】
ワイヤレスデバイスは、制御トラフィックを通信するた
めに使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第
１のサブ帯域を識別し得る。ワイヤレスデバイスは、デ
ータトラフィックを通信するために使用される無免許無
線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域を識別し得
る。第１のサブ帯域および第２のサブ帯域は、異なり得
る。ワイヤレスデバイスは、複数のワイヤレスデバイス
のために第１の持続時間の間、第１のサブ帯域を予約し
得る。予約は、第１のサブ帯域を通して送信された拡張
自己送信可（自己ＣＴＳ）に少なくとも部分的に基づき
得る。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第
１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペ
クトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて、前記第１のサブ帯域お
よび前記第２のサブ帯域は、異なる、と、
　複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約す
ること、前記予約は、前記第１のサブ帯域を通して送信される拡張自己送信可（自己ＣＴ
Ｓ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を備える、方法。
【請求項２】
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信すること
をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第２の拡
張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレスデバイスのために
予約される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して送信することをさらに備え、前記第２の拡張自己ＣＴＳは、前記サブ
帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信すること
をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第２の拡
張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレスデバイスのために
予約される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して受信することをさらに備え、前記第２の拡張自己ＣＴＳは、前記サブ
帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを送信することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記制御トラフィックを送信することは、
　ランダムアクセススキームまたは所定のラウンドロビン時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ス
キームに従って前記制御トラフィックを送信することを備える、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のワイヤレスデバイスのために前記第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域
を予約することは、
　前記第１の持続時間の間に前記第１のサブ帯域を通して送信された制御トラフィックに
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関連付けられたワイヤレスデバイスから前記拡張自己ＣＴＳを送信することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のワイヤレスデバイスのために前記第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域
を予約することは、
　前記第１の持続時間の間に前記第１のサブ帯域を通して送信された制御トラフィックに
関連付けられない中央コーディネータから前記拡張自己ＣＴＳを送信することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信することをさらに備え、前記
制御トラフィックは、トラフィック要求またはチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告
のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記拡張自己ＣＴＳは、前記複数のワイヤレスデバイスが属するネットワークに対応す
るネットワーク識別子（ＩＤ）を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域より低い周波数中にあり、前記第２のサブ
帯域より小さい帯域幅を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のサブ帯域は、サブ１ＧＨｚ範囲中にある周波数を備え、前記第２のサブ帯域
は、２．４ＧＨｚまたは５ＧＨｚ帯域中にある周波数を備え、前記第２のサブ帯域の帯域
幅は、前記第１のサブ帯域より少なくとも１０倍大きい、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第
１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペ
クトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別するための手段、ここにおいて、前記第１のサブ
帯域および前記第２のサブ帯域は、異なる、と、
　複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約す
るための手段、前記予約は、前記第１のサブ帯域を通して送信される拡張自己送信可（自
己ＣＴＳ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を備える、装置。
【請求項１６】
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信するため
の手段をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第
２の拡張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレスデバイスの
ために予約される、
　を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して、送信するための手段をさらに備え、前記第２の拡張自己ＣＴＳは、
前記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信するため
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の手段をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第
２の拡張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレスデバイスの
ために予約される、
　を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して受信するための手段をさらに備え、前記第２の拡張自己ＣＴＳは、前
記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信するための手段をさらに備え
る、
　を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを送信するための手段をさらに備え
る、
　を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２２】
　前記制御トラフィックを前記送信するための手段は、
　ランダムアクセススキームまたは所定のラウンドロビン時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ス
キームに従って前記制御トラフィックを送信することを備える、
　を備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記複数のワイヤレスデバイスのために前記第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域
を前記予約するための手段は、
　前記第１の持続時間の間に前記第１のサブ帯域を通して送信された制御トラフィックに
関連付けられたワイヤレスデバイスから前記拡張自己ＣＴＳを送信するための手段を備え
る、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の
第１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される前記無免許無線周波
数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて、前記第１のサブ
帯域および前記第２のサブ帯域は、異なる、と、
　　複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約
すること、前記予約は、前記第１のサブ帯域を通して送信される拡張自己送信可（自己Ｃ
ＴＳ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える、装置。
【請求項２５】
　前記命令は、前記装置に、
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信すること
を行わせるように動作可能であり、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して
送信された第２の拡張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレ
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スデバイスのために予約される、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記命令は、前記装置に、
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して、送信することを行わせるように動作可能であり、前記第２の拡張自
己ＣＴＳは、前記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記命令は、前記装置に、
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信すること
を行わせるように動作可能であり、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して
送信された第２の拡張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレ
スデバイスのために予約される、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　前記命令は、前記装置に、
前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１の
サブ帯域を通して受信することを行わせるように動作可能であり、前記第２の拡張自己Ｃ
ＴＳは、前記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記命令は、前記装置に、
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信することを行わせるように動
作可能である、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第
１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペ
クトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて、前記第１のサブ帯域お
よび前記第２のサブ帯域は、異なる、と、 
　複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約す
ること、前記予約は、前記第１のサブ帯域を通して送信される拡張自己送信可（自己ＣＴ
Ｓ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を行わせるように実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、２０１５年１０月１日付で出願された、「Separation Of Contro
l And Data Subbands In Unlicensed Spectrum」という題名の、Ｌｉ他による米国特許出
願第１４／８４２，６８５号に基づく優先権を主張し、これはこの譲受人に譲渡される。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]下記は概して、ワイヤレス通信に関し、より詳細に、無免許スペクトルにおける
制御およびデータサブ帯域の分離に関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
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ブロードキャスト等のような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開
されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数
、および電力）を共有することによって、複数のユーザとの通信をサポートすることがで
きる多元接続システムであり得る。ワイヤレスネットワーク、たとえばワイヤレスローカ
ルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）は、１つまたは複数の局（ＳＴＡ）またはモバイルデ
バイスと通信するアクセスポイント（ＡＰ）を含み得る。ＡＰは、インターネットのよう
な、ネットワークに結合され、モバイルデバイスがネットワークを介して通信することを
可能にする（またはアクセスポイントと結合される他のデバイスと通信することを可能に
する）。ＳＴＡは、ネットワークデバイスと双方向に通信し得る。たとえば、ＷＬＡＮで
は、ＳＴＡは、ダウンリンクおよびアップリンクを介して関連するＡＰと通信し得る。ダ
ウンリンク（または順方向リンク）は、ＡＰからＳＴＡへの通信リンクを指し、アップリ
ンク（または逆方向リンク）は、ＳＴＡからＡＰへの通信リンクを指す。アップリンクお
よびダウンリンク通信は、制御トラフィックおよびデータトラフィックのような情報を伝
達し得る。
【０００４】
　[0004]いくつかのワイヤレス通信では、制御トラフィックおよびデータトラフィックは
、同じ周波数リソースを使用して送られ得る。たとえば、制御およびデータは、同じ無免
許サブ帯域を通して送られ得る。そのようなシナリオでは、通信における変更を準備する
ために、関連するワイヤレスデバイス（たとえば、ＡＰおよびＳＴＡ）に時間を提供する
アップリンク送信とダウンリンク送信との間の時間的なギャップが存在し得る。このよう
なギャップは、無線リソースの非効率的な使用をもたらし得る。追加として、サブ帯域に
関連付けられたデータレートは、制御トラフィックの量について過度なものであり得る。
いくつかの場合では、制御トラフィックとデータトラフィックとの両方のために使用され
るサブ帯域は、制御トラフィックのために信頼できないデータレートを使用し得る。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]ワイヤレスデバイスは、同じ無免許無線周波数スペクトル帯域における２つの異
なるサブ帯域を通して制御トラフィックとデータトラフィックを送信および受信し得る。
制御トラフィックは、制御サブ帯域を通して送られ、データトラフィックは、データサブ
帯域を通して送られ得る。サブ帯域は、特定の持続時間の間、ワイヤレスデバイスの選択
グループによる使用のために予約され得る。たとえば、サブ帯域は、同じネットワーク中
のワイヤレスデバイスがサブ帯域にアクセスするのを許可される一方、ネットワークの外
にいるワイヤレスデバイスがアクセスを妨げられるように予約され得る。一例では、サブ
帯域は、ワイヤレスデバイスによって、サブ帯域を通して送られる拡張自己ＣＴＳ（送信
可）パケットによって予約され得る。サブ帯域を予約するワイヤレスデバイスはまた、予
約されたサブ帯域を通して通信の他のタイプに関与し得る。代替として、サブ帯域を予約
するワイヤレスデバイスは、予約されたサブ帯域を通して通信の他のタイプを抑制し得る
。
【０００６】
　[0006]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、制御トラフィックを通信するため
に使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域と、データトラフィッ
クを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域とを
識別すること、ここにおいて、第１のサブ帯域と第２のサブ帯域とは、異なる、と、複数
のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、第１のサブ帯域を予約することとを
含み、予約は、第１のサブ帯域を通して送信された拡張自己送信可（自己ＣＴＳ）に少な
くとも部分的に基づく。
【０００７】
　[0007]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、制御トラフィックを通信す
るために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域と、データトラ
フィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯
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域とを識別するための手段、ここにおいて、第１のサブ帯域と第２のサブ帯域とは、異な
る、と、複数のワイヤレスデバイスのための第１の持続時間の間第１のサブ帯域を予約す
るための手段とを含み、予約は、第１のサブ帯域を通して送信される拡張自己送信可（自
己ＣＴＳ）に少なくとも部分的に基づく。
【０００８】
　[0008]ワイヤレス通信のためのさらなる装置が説明される。装置は、プロセッサと、プ
ロセッサと電気通信するメモリと、メモリに格納される命令とを含み、命令は、実行され
ると、装置に、制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクト
ル帯域中の第１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される無免許無
線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて、第１のサ
ブ帯域と第２のサブ帯域とは、異なる、と、複数のワイヤレスデバイスのために第１の持
続時間の間、第１のサブ帯域を予約することとを行わせるように動作可能であり、予約は
、第１のサブ帯域を通して送信された拡張自己送信可（自己ＣＴＳ）に少なくとも部分的
に基づく。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読媒体が説明
される。コードは、制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペ
クトル帯域中の第１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される無免
許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて、第１
のサブ帯域と第２のサブ帯域とは、異なる、と、複数のワイヤレスデバイスのために第１
の持続時間の間、第１のサブ帯域を予約することとを行うように実行可能な命令を含み、
予約は、第１のサブ帯域を通して送信された拡張自己送信可（自己ＣＴＳ）に少なくとも
部分的に基づく。
【００１０】
　[0010]本明細書で説明される方法、装置または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例は、第２の持続時間の間に第２のサブ帯域を通してデータを受信するためのプロセ
ス、特徴、手段、または命令を含み、第２のサブ帯域は、第２のサブ帯域を通して送信さ
れた第２の拡張自己ＣＴＳによって第２の持続時間の間、複数のワイヤレスデバイスのた
めに予約される。追加または代替として、いくつかの例は、第２のサブ帯域のためのサブ
帯域割り当てを、第１の持続時間の間、第１のサブ帯域を通して送信するためのプロセス
、特徴、手段、または命令を含み、第２の拡張自己ＣＴＳは、サブ帯域割り当てに少なく
とも部分的に基づく。
【００１１】
　[0011]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、第２の持続時間の間に第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信す
るためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み、第２のサブ帯域は、第２のサ
ブ帯域を通して送信された第２の拡張自己ＣＴＳによる第２の持続時間の間、複数のワイ
ヤレスデバイスのために予約され得る。追加または代替として、いくつかの例は、第２の
サブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、第１の持続時間の間に第１のサブ帯域を通して受
信するためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み、第２の拡張自己ＣＴＳは、サブ
帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく。
【００１２】
　[0012]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例は、第１の持続時間の間に複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つに
よる第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信するためのプロセス、特徴、手段、
または命令をさらに含み得る。追加または代替として、いくつかの例は、第１の持続時間
の間に複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによって、第１のサブ帯域を通
して制御トラフィックを送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み得る。
本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例
では、制御トラフィックを送信することは、ランダムアクセススキームまたは所定のラウ
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ンドロビン時分割多元接続（ＴＤＭＡ）スキームに従って制御トラフィックを送信するこ
とを含む。追加または代替として、複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の
間、第１のサブ帯域を予約することは、第１の持続時間の間に第１のサブ帯域を通して送
信された制御トラフィックに関連付けられたワイヤレスデバイスから、拡張自己ＣＴＳを
送信することを含む。
【００１３】
　[0013]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、第１のサブ帯域
を予約することは、第１の持続時間の間に第１のサブ帯域を通して送信された制御トラフ
ィックに関連付けられていない中央コーディネータから拡張自己ＣＴＳを送信することを
含む。追加または代替として、いくつかの例は、第１の持続時間の間に複数のワイヤレス
デバイスのうちの少なくとも１つによって、第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを
受信するためのプロセス、特徴、手段、または命令を含み、制御トラフィックは、トラフ
ィック要求またはチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告のうちの少なくとも１つを備
える。
【００１４】
　[0014]本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいく
つかの例では、拡張自己ＣＴＳは、複数のワイヤレスデバイスが属するネットワークに対
応するネットワーク識別子（ＩＤ）を含む。追加または代替として、いくつかの例では、
第１のサブ帯域は、第２のサブ帯域より低い周波数中にあり、第２のサブ帯域より小さい
帯域幅を備える。本明細書で説明される方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒
体のいくつかの例では、第１のサブ帯域は、サブ１ＧＨｚ範囲中にある周波数を備え、第
２のサブ帯域は、２．４ＧＨｚまたは５ＧＨｚ帯域中にある周波数を備え、第２のサブ帯
域の帯域幅は、第１のサブ帯域より少なくとも１０倍大きい。
【００１５】
　[0015]上の記載は、以下の詳細な説明がよりよく理解され得るように、本開示に従った
例の特徴および技術的利点を、ある程度広く概説したものである。追加の特徴および利点
が以下に説明されることになる。開示される概念および具体的な例は、本開示と同じ目的
を実行するために、他の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る
。このような同等の構成体（construction）は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。
本明細書に開示される概念の特性は、関連する利点とともに、それらの構成および動作の
方法の両方に関して、添付の図に関連して検討されたとき、以下の説明からより一層理解
されるであろう。これら図の各々は、単に例示および説明のためのみに提供されており、
特許請求の範囲の限定の定義として提供されているのではない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
　[0016]本開示の態様は、下記の図面を参照して説明される。
【図１】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデータ
サブ帯域の分離をサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図２】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデータ
サブ帯域の分離をサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図３】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデータ
サブ帯域の分離をサポートする拡張自己ＣＴＳ通信の例を例示する。
【図４】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデータ
サブ帯域の分離をサポートするプロセスフローの例を例示する。
【図５】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデータ
サブ帯域の分離をサポートするプロセスフローの例を例示する。
【図６】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデータ
サブ帯域の分離をサポートするプロセスフローの例を例示する。
【図７】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデータ
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サブ帯域の分離をサポートするプロセスフローの例を例示する。
【図８】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデータ
サブ帯域の分離をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図９】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデータ
サブ帯域の分離をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１０】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１１】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離をサポートするユーザ機器（ＵＥ）を含むシステムのブロック図を例示
する。
【図１２】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１３】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１４】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離をサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１５】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離をサポートする基地局を含むシステムのブロック図を例示する。
【図１６】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離のための方法を例示する。
【図１７】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離のための方法を例示する。
【図１８】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離のための方法を例示する。
【図１９】本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およびデー
タサブ帯域の分離のための方法を例示する。
【発明の詳細な説明】
【００１７】
　[0029]ワイヤレス通信は、制御トラフィックの目的に用いられる制御サブ帯域と、デー
タトラフィックの目的に用いられるデータサブ帯域とを含み得る。制御サブ帯域およびデ
ータサブ帯域は、同じ無免許無線周波数スペクトル帯域中の異なる（別々の）サブ帯域で
あり得る。ワイヤレス通信システムにおけるワイヤレスデバイスは、別々の制御サブ帯域
およびデータサブ帯域を識別し、同じネットワーク中の他のワイヤレスデバイスによる使
用のためにそれらを予約し得る。予約の間、ネットワークの外にいるワイヤレスデバイス
は、サブ帯域にアクセスすることができない。サブ帯域は、サブ帯域を通して送られた拡
張自己送信可（ＣＴＳ）パケットによって予約され得る。拡張自己ＣＴＳパケットは、サ
ブ帯域が予約される持続時間を示し得る。拡張自己ＣＴＳは、サブ帯域を通して通信の他
のタイプに関与するワイヤレスデバイスによって送られ得る。代替として、拡張自己ＣＴ
Ｓは、サブ帯域を通して通信の他のタイプに関与しないワイヤレスデバイスによって送ら
れ得る。いくつかの場合では、拡張自己ＣＴＳは、送信するワイヤレスデバイスが属する
ネットワークを示すネットワーク識別子（ＩＤ）を含む。サブ帯域を通して拡張自己ＣＴ
Ｓを受信するワイヤレスデバイスは、ネットワークＩＤがワイヤレスデバイスに関連付け
られたネットワークに対応する拡張自己ＣＴＳ中に含まれる場合、予約の間、サブ帯域へ
のアクセスが許可され得る。ネットワークＩＤがワイヤレスデバイスに関連付けられたネ
ットワークに対応しない場合、ワイヤレスデバイスは、予約期間の間、サブ帯域へのアク
セスが制限され得る。
【００１８】
　[0030]本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストにおいて、最初に説明
される。特定の例は、その後、無免許スペクトル中の制御およびデータサブ帯域の分離の
ために説明される。本開示のこれらおよび他の態様はさらに、無免許スペクトルにおける
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制御およびデータサブ帯域の分離に関する装置図、システム図、およびフローチャートに
よって例示され、それらを参照して説明される。
【００１９】
　[0031]図１は、本開示のさまざまな態様にしたがって構成されるワイヤレス通信システ
ム１００を例示する。ワイヤレス通信システム１００は、ワイヤレスローカルエリアネッ
トワーク（ＷＬＡＮ）の例であり得る。ワイヤレス通信システム１００は、アクセスポイ
ント（ＡＰ）１１０と、複数の関連する局（ＳＴＡ）１１５を含み、それは、モバイル局
、携帯情報端末（ＰＤＡ）、他のハンドヘルドデバイス、ネットブック、ノートブックコ
ンピュータ、タブレットコンピュータ、ラップトップ、ディスプレイデバイス（たとえば
、ＴＶ、コンピュータモニタ、等）、プリンタ、等のようなデバイスを表わす。ネットワ
ークにおける様々なＳＴＡ１１５は、ＡＰ１１０を通じて互いに通信することが可能であ
る。また、ＡＰ１１０のカバレッジエリア１０５が示され、これは、ワイヤレス通信シス
テム１００の基本サービスエリア（ＢＳＡ）を表わし得る。
【００２０】
　[0032]図１に示されないが、ＳＴＡ１１５は、１つのカバレッジエリア１０５よりも多
くのインターセクション中に位置し得、１つのＡＰ１１０よりも多くと関連付けられ得る
。たった１つのＡＰ１１０が例示される一方、ワイヤレス通信システム１００は、多数の
ＡＰ１１０を含み得る。ＳＴＡ１１５のいくつかまたはすべては、通信リンク１２５を介
してＡＰ１１０に関連付けられ、ＡＰ１１０と通信し得る。通信リンク１２５は、ＳＴＡ
１１５からＡＰ１１０へのアップリンク送信および／またはＡＰ１１０からＳＴＡ１１５
へのダウンリンク送信を含み得る。単一のＡＰ１１０およびＳＴＡ１１５の関連するセッ
トは、基本サービスセット（ＢＳＳ）と称され得る。拡張サービスセット（ＥＳＳ）は、
接続されたＢＳＳのセットである。分配システム（ＤＳ：distribution system）（図示
されていない）は、ＥＳＳにおいてＡＰ１１０を接続するために使用され得る。いくつか
の場合では、ＡＰ１１０のカバレッジエリア１０５は、セクタ（これも図示されていない
）に分割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、カバレッジエリア１０５が変動し
重複する、異なるタイプのＡＰ１１０（たとえば、メトロポリタンエリア、ホームネット
ワーク、等）を含み得る。２つのＳＴＡ１１５はまた、両方のＳＴＡ１１５が同じカバレ
ッジエリア１０５内にあるかどうかに関わらずダイレクトワイヤレスリンク１２０を介し
て直接的に通信し得る。ダイレクトワイヤレスリンク１２０の例は、Ｗｉ－Ｆｉトンネル
ドダイレクトリンクセットアップ（ＴＤＬＳ：Tunneled Direct Link Setup）リンク、お
よび他のグループ接続を含み得る。ＳＴＡ１１５およびＡＰ１１０は、ＩＥＥＥ８０２．
１１および、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ａ、８０２．１１ｎ、８０
２．１１ａｃ、８０２．１１ａｄ、８０２．１１ａｈを含むがこれらに限定されないバー
ジョンからの物理（ＰＨＹ）および媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤのためのベースバ
ンドプロトコルおよびＷＬＡＮに従って通信し得る。他のインプリメンテーションでは、
ピアツーピア接続またはアドホックネットワークが、ワイヤレス通信システム１００内で
インプリメントされ得る。
【００２１】
　[0033]したがって、ＡＰ１１０は、たとえば、標準のＩＥＥＥ８０２．１１のうちの少
なくとも１つをインプリメントするネットワークのようなＷＬＡＮ無線アクセスネットワ
ーク（ＲＡＮ）を介してワイヤレス通信を提供し得る。ＡＰ１１０は、たとえば、ＳＴＡ
１１５にアクセスする、ＷＬＡＮまたは他の短距離（たとえば、ブルートゥース（登録商
標）およびＺｉｇＢｅｅ）通信を提供し得る。ＡＰ１１０は、無免許スペクトル（たとえ
ば、競合ベーススペクトル）および／または免許スペクトルを通して通信をサポートし得
る。ＳＴＡ１１５は、異なる無線アクセスネットワークを使用して通信するマルチアクセ
スモバイルデバイスであり得る。たとえば、ＳＴＡ１１５は、ワイドエリアネットワーク
（ＷＷＡＮ）（たとえば、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標）））を使
用して基地局（図示されていない）との通信を可能にし得る。したがって、いくつかの例
では、ワイヤレス通信システム１００は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）
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ネットワークの一部を含み得る。ＳＴＡ１１５は、固定またはモバイルであり、地理的カ
バレッジエリア１０５を行き来し得る。
【００２２】
　[0034]ワイヤレス通信システム１００は、無免許無線周波数スペクトルを通して通信を
サポートし得る。無免許周波数へのアクセスまたはサブ帯域は、競合ベースであり、つま
り、各ワイヤレスデバイスが無免許チャネルを使用するために他のワイヤレスデバイスと
競争し得る。無免許スペクトルが通信のために使用されるとき、複数のワイヤレスデバイ
スは、送信のための単一サブ帯域を共有し得る。サブ帯域は、１つのワイヤレスデバイス
（たとえば、ＡＰ１１０またはＳＴＡ１１５）がある時刻で送信する（つまり、トラフィ
ックがある時刻で２つの方向のうちの１つに流れる）半二重サブ帯域であり得る。衝突は
、２つ以上のワイヤレスデバイスが同じ時刻でサブ帯域にアクセスしようと試みるときに
生じ得る。衝突が生じるとき、サブ帯域を同時に所有できないワイヤレスデバイスは、送
信失敗を経験し得る。衝突の低減または回避をするために、ワイヤレスデバイスは、サブ
帯域が送信前に利用可能であるか（たとえば、ワイヤレスデバイスは、衝突回避を伴うキ
ャリア感知多重アクセス（ＣＳＭＡ／ＣＡ）を利用し得る）を決定し得る。ＣＳＭＡでは
、ワイヤレスデバイスは、送信を試みる前にトラフィックのためのサブ帯域を調査し得る
。サブ帯域の制約を受けない場合、その後、ワイヤレスデバイスは、送信を試み得る。他
方では、サブ帯域がビジーである（つまり、別のワイヤレスデバイスによって使用中であ
る）とワイヤレスデバイスが決定する場合、ワイヤレスデバイスは、送信を延期し得る。
【００２３】
　[0035]いくつかの場合では、ワイヤレスデバイスは、他のワイヤレスデバイスにアイド
ルのサブ帯域の使用を要求するメッセージを送り得る。たとえば、ＳＴＡ１１５は、ＡＰ
１１０のための保留中のデータを有し得る。したがって、ＳＴＡ１１５は、トラフィック
について競合ベース通信サブ帯域をモニタし得る。ＳＴＡ１１５は、サブ帯域が利用可能
であると検出した後、ＳＴＡ１１５は、ネットワーク中の他のワイヤレスデバイスにサブ
帯域を通して送信要求（ＲＴＳ）パケットを送り得る（たとえば、ブロードキャストし得
る）。ＲＴＳパケットは、ＳＴＡ１１５から来たる送信を示す情報を伝達し得る。ＲＴＳ
パケットの受信後、目的ワイヤレスデバイス（ＡＰ１１０）は、ＳＴＡ１１５に送信可（
ＣＴＳ）パケットを送ることによって意図された通信の他のワイヤレスデバイスに警告し
得る。ＣＴＳパケットは、他のワイヤレスデバイスがサブ帯域を使用することを控えるべ
き持続時間を示し得る。したがって、ＳＴＡ１１５は、ＣＴＳパケットによって示された
時間の間、ＡＰにパケットを送り得る。したがって、サブ帯域は、ワイヤレスデバイスに
よる使用のために予約され得る。いくつかの場合では、ワイヤレスデバイスは、それ自身
以外の他のワイヤレスデバイスによる使用のためにサブ帯域を予約し得る。たとえば、中
央コーディネータ１４０は、あるワイヤレスデバイス（たとえば、ＡＰ１１０およびＳＴ
Ａ１１５）がサブ帯域を使用することを可能にする一方、他のワイヤレスデバイスを禁止
する、サブ帯域を通して予約パケットを送信し得る。中央コーディネータ１４０は、サブ
帯域予約を担い得、それが予約するサブ帯域を通した通信の他のタイプに関与し得ない。
いくつかの場合では、中央コーディネータ１４０は、ＡＰまたは基地局である。中央コー
ディネータ１４０は、対応するカバレッジエリア（図示されていない）を有し得る。
【００２４】
　[0036]ワイヤレス通信ネットワークシステム１００におけるワイヤレスデバイスの間の
通信は、データトラフィックおよび制御トラフィックを含み得る。（制御データとも称さ
れ得る）制御トラフィックは、ワイヤレス通信ネットワークシステム１００における通信
のためのサポートを提供するコンテンツであり得る。（ユーザデータ、データトラフィッ
ク、またはデータとも称され得る）データトラフィックは、ワイヤレス通信ネットワーク
システム１００における通信のためのサポートを提供しないコンテンツであり得る。いく
つかの場合では、データトラフィックおよび制御トラフィックは、異なる周波数リソース
によって伝達され得る。たとえば、データトラフィックは、データトラフィック通信のた
めに予約された周波数のセットを使用して送られ得る。同様に、制御トラフィックは、制
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御トラフィック通信のために予約された周波数のセットを使用して送られ得る。周波数の
セットは、サブ帯域と称され得る。無線周波数スペクトル帯域は、複数のサブ帯域を含む
周波数スペクトルの範囲を参照し得る。たとえば、無免許無線周波数スペクトル帯域は、
複数の無免許サブ帯域を含み得る。したがってワイヤレスデバイスは、データトラフィッ
クを通信するために第１の無免許サブ帯域を使用し、制御トラフィックを通信するために
第２の無免許サブ帯域を使用し得る。
【００２５】
　[0037]図２は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およ
びデータサブ帯域の分離をサポートするワイヤレス通信システム２００の例を例示する。
ワイヤレス通信システム２００は、ＡＰ１１０－ａおよびＳＴＡ１１５－ａを含み、それ
らは、図１に示されるワイヤレス通信システム１００のＡＰ１１０およびＳＴＡ１１５の
例であり得る。ワイヤレス通信サブシステム２００中のワイヤレスデバイスは、第１の無
免許サブ帯域（たとえば、データサブ帯域）を通してデータトラフィックを通信し、第２
の無免許サブ帯域（たとえば、制御サブ帯域）を通して制御トラフィックを通信し得る。
無免許サブ帯域は、通信サブシステム２００に関連付けられたワイヤレスデバイスおよび
ワイヤレス通信サブシステム２００と無関係のワイヤレスデバイスによって使用され得る
。ワイヤレス通信サブシステム２００内のワイヤレスデバイスは、ワイヤレス通信サブシ
ステム２００中の他のデバイスのための無免許サブ帯域を予約し得る。
【００２６】
　[0038]本例では、ＳＴＡ１１５－ａは、通信のために２つの異なる無免許周波数スペク
トルサブ帯域を使用し、それらのうちの１つは、（ユーザデータとも称される）データト
ラフィックの目的に用いられ、それらのうちの１つは、（制御データとも称される）制御
トラフィックの目的に用いられ得る。たとえば、ＳＴＡ１１５－ａは、データサブ帯域２
０５を使用してＡＰ１１０－ａとデータトラフィックを交換し、制御サブ帯域２１０を使
用して制御トラフィックを交換し得る。いくつかの場合では、２つのサブ帯域は、使用の
前にＳＴＡ１１５－ａによって識別され得る。２つのサブ帯域は、周波数スペクトルにお
いて連続的または不連続的であり得る。不連続的なサブ帯域の一例では、データサブ帯域
２０５の周波数は、制御サブ帯域２１０の周波数より高い（たとえば、データサブ帯域２
０５は、２．４または５ＧＨｚの周波数を有し、制御サブ帯域２１０は、１ＧＨｚ未満の
周波数を有し得る）。制御トラフィックがデータトラフィックより少ないコンテンツを含
むので、制御トラフィックは、データトラフィックより低いデータレートを使用して送ら
れ得る。その結果として、制御トラフィックは、データトラフィックよりも遠距離にわた
って信号インテグリティを保持し得る。いくつかの場合では、データサブ帯域２０５の帯
域幅は、制御サブ帯域のものより大きい（たとえば、１０倍よりも大きい）（たとえば、
データサブ帯域２０５は、２０ＧＨｚである帯域幅を有し、制御サブ帯域２１０は、１Ｍ
Ｈｚである帯域幅を有し得る）。
【００２７】
　[0039]ＳＴＡ１１５－ａは、他のＳＴＡ１１５およびＡＰ１１０（図示されていない）
とデータサブ帯域２０５および制御サブ帯域の使用を共有し得る。他のＳＴＡ１１５およ
びＡＰ１１０は、ワイヤレス通信サブシステム２００の一部であり得る、またはあり得な
い。サブ帯域へのアクセスは、スケジュールされ得ない（たとえば、アクセスは、競合ベ
ースであり得る）。それ故、ＳＴＡ１１５－ａは、帯域を通す送信機会を獲得するために
あるチャネルアクセスプロシージャを実行し得る。いくつかの場合では、ＳＴＡ１１５－
ａは、送信を試みる前にサブ帯域がトラフィックの制約を受けないことを確認するために
ＣＭＳＡをインプリメントし得る。搬送波の存在が検出される場合、ＳＴＡ１１５－ａは
、サブ帯域がクリアになるまでバックオフし得る（たとえば、送信することを控える）。
他方では、サブ帯域がアイドルであるとＳＴＡ１１５－ａが決定する場合、ＳＴＡ１１５
－ａは、サブ帯域を通して送信することを試み得る。
【００２８】
　[0040]いくつかの場合では、ＳＴＡ１１５－ａは、アイドルのサブ帯域を通して送信す
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る前に許可を求め得る。たとえば、ＳＴＡ１１５－ａは、ＳＴＡ１１５－ａが送るための
データ（たとえば、制御トラフィックまたはデータトラフィック）を有することを示す、
ＲＴＳパケットをＡＰ１１０－ａ（およびネットワーク中の他のワイヤレスデバイス）に
送信し得る。ＲＴＳは、ＳＴＡ１１５－ａがデータの送信のための使用を意図するサブ帯
域を通して送られ得る。たとえば、ＳＴＡ１１５－ａがデータサブ帯域２０５を通してデ
ータトラフィックを送ることを意図する場合、ＳＴＡ１１５－ａは、データサブ帯域２０
５を通してＲＴＳをＡＰ１１０－ａに送信し得る。ＲＴＳパケットの受信後、ＡＰ１１０
－ａは、ＳＴＡ１１５－ａがどのくらいの長さサブ帯域を使用し得るかのインジケーショ
ンを用いて、（ＳＴＡ１１５－ａを含む）各ワイヤレスデバイスに応答し得る。たとえば
、ＡＰ１１０－ａは、ＣＴＳにおいて要求された持続時間の間、サブ帯域のアクセスを延
期するように、各受け手（ＳＴＡ１１５－ａを除く）に通知するＣＴＳパケットを送り得
る。すなわち、ＣＴＳは、ある期間の間、ＳＴＡ１１５－ａのためにサブ帯域を予約し得
る。したがって、ＳＴＡ１１５－ａは、ＣＴＳによって示された持続時間が満了するまで
サブ帯域への独占的なアクセスを有し、そのポイントでサブ帯域が競合について解放され
ることになる。ＣＴＳの各受け手は、ＣＴＳのターゲットアドレスを参照することによっ
てどのように行動するか（たとえば、送信するか延期するか）を決定し得る。たとえば、
ワイヤレスデバイスによって受信したＣＴＳがワイヤレスデバイスにアドレスされていな
い場合、ワイヤレスデバイスは、予約の期間の間送信を控えることを知る。受信したＣＴ
Ｓがワイヤレスデバイスにアドレスされる場合、ワイヤレスデバイスは、予約の期間の間
送信し得ることを知る。
【００２９】
　[0041]いくつかの場合では、ワイヤレスデバイスは、許可を求めずに周波数サブ帯域を
予約するために自己ＣＴＳを送り得る。たとえば、ＡＰ１１０から許可を要求する代わり
に、ワイヤレスデバイスは、イニシアチブを取り、（たとえば、サブ帯域を通して自己Ｃ
ＴＳを送信することによって）特定の時間についてバックオフするようにサブ帯域上で他
のデバイスに通知し得る。ワイヤレスデバイスは、他のワイヤレスデバイスが予約の期間
の間にサブ帯域を通して誤って送信しないように自己ＣＴＳ中にそれ自身のアドレスを含
み得る。したがって、本例では、ＳＴＡ１１５－ａは、データサブ帯域２０５を予約する
ためにデータサブ帯域２０５を通して自己ＣＴＳを送り得る。同様に、ＳＴＡ１１５－ａ
は、制御トラフィック２１０を予約するために制御トラフィック２１０を通して自己ＣＴ
Ｓを送り得る。
【００３０】
　[0042]本開示の態様に従って、自己ＣＴＳは、ネットワーク中の複数のワイヤレスデバ
イスのために帯域を予約するために使用され得る。すなわち、自己ＣＴＳを検出するワイ
ヤレスデバイスは、バックオフするよりも予約の期間の間に送信し得る。いくつかの場合
では、自己ＣＴＳの送り手に関連付けられたネットワーク中にあるすべてのワイヤレスデ
バイスは、予約の期間の間、帯域を使用することが許可され、他の場合では、ワイヤレス
デバイスのうちの一部のみが許可される。複数のワイヤレスデバイスが対応するサブ帯域
予約の間に送信することを可能にする自己ＣＴＳは、本明細で拡張自己ＣＴＳ（enhanced
 self-CTS）と称され得る。拡張自己ＣＴＳは、デバイスタイプ不可知論（device-type a
gnostic）である、すなわち、拡張自己ＣＴＳは、拡張自己ＣＴＳを送るデバイスのタイ
プ（たとえば、ＡＰ１１０またはＳＴＡ１１５）に関わらず同じ機能の役目を主に果たし
得る。たとえば、拡張自己ＣＴＳは、ＡＰ１１０、ＳＴＡ１１５、または中央コーディネ
ータ１４０によって送られ得る。ＡＰ１１０またはＳＴＡ１１５は、サブ帯域を予約した
デバイスのタイプに関わりなく、サブ帯域が自己ＣＴＳによって予約される持続時間の間
、サブ帯域へのアクセス権を有し得る（たとえば、ワイヤレスデバイスが予約の期間の間
、それがバックオフすべきであると決定し得る）。
【００３１】
　[0043]いくつかの場合では、ワイヤレスデバイスは、予約を担う拡張自己ＣＴＳを評価
することによって予約されたサブ帯域のアクセス可能性（accessibility）を決定し得る
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。たとえば、拡張自己ＣＴＳは、拡張自己ＣＴＳを発生させたネットワークを示すネット
ワーク識別子（ＩＤ）を含み得る。ネットワークＩＤを使用して、ワイヤレスデバイスは
、拡張自己ＣＴＳがワイヤレスデバイスに関連付けられたネットワークに属するかどうか
を決定し得る。ワイヤレスデバイスがネットワークＩＤに対応するネットワークに属する
場合、ワイヤレスデバイスは、予約されたサブ帯域へのアクセスが許可されたと決定し得
る。代替として、ワイヤレスデバイスがネットワークＩＤに対応するネットワークに属さ
ない場合、ワイヤレスデバイスは、予約されたサブ帯域へのアクセスが許可されないと決
定し得る。
【００３２】
　[0044]ワイヤレスサブシステム２００が制御およびデータのために無免許帯域を分離す
るとき、分散型サブ帯域予約スキームは、制御サブ帯域２１０および／またはデータサブ
帯域２０５を予約するために、拡張自己ＣＴＳと共に、使用され得る。分散型サブ帯域予
約スキームでは、ＡＰ１１０（またはＳＴＡ１１５）は、使用のためにサブ帯域を確保す
るためにサブ帯域通して拡張自己ＣＴＳを送り得る。分散型サブ帯域予約スキームにおけ
るサブ帯域を予約するＡＰ１１０またはＳＴＡ１１５は、チャネルを予約した拡張自己Ｃ
ＴＳに応答してそのサブ帯域を通して生じる後続の通信と関連付けられ得ない。分散サブ
帯域予約スキームでは、拡張自己ＣＴＳは、周期的および／または同調して送られ得る。
それは、送信の準備が整っている制御信号があるとき、制御サブ帯域２１０が使用に利用
可能である可能性を増加させ得る。いくつかの場合では、拡張自己ＣＴＳパケットは、チ
ャネルが利用可能である（たとえば、トラフィックの制約を受けない（traffic-free））
として検出されるとき、日和見的に送られ得る。１つまたは複数のワイヤレスデバイスは
、サブ帯域を通して拡張自己ＣＴＳを送ることを担い得る。各拡張自己ＣＴＳは、サブ帯
域を予約することを試みるが、一度にただ１つの拡張自己ＣＴＳが成功し得る。どのワイ
ヤレスデバイスがサブ帯域を通して成功した拡張自己ＣＴＳを送るのかに関係のなく、ネ
ットワーク中の他のワイヤレスデバイスは、サブ帯域が予約されている時間期間の間、サ
ブ帯域を通して通信し得る。したがって、制御サブ帯域２１０は、制御サブ帯域２１０は
、制御サブ帯域２１０を通して送られた拡張自己ＣＴＳによって予約され、データサブ帯
域２０５は、データサブ帯域２０５を通して送られた拡張自己ＣＴＳによって予約され得
る。
【００３３】
　[0045]分散型サブ帯域予約スキームの代替案では、ワイヤレスサブシステム２００は、
集中型サブ帯域予約スキームを使用し得る。集中型サブ帯域予約スキームでは、中央コー
ディネータ１４０（図示されていない）は、拡張自己ＣＴＳを送ることによってサブ帯域
を予約するために使用され得る。いくつかの場合では、中央コーディネータ１４０は、Ａ
Ｐ１１０であり得る。中央コーディネータは、拡張自己ＣＴＳを送る以外にデータサブ帯
域２０５および制御サブ帯域２１０を通す通信に関与し得ない。それ故、中央コーディネ
ータは、予約に応答するサブ帯域を通して送られたトラフィックと無関係になり得る（た
とえば、中央コーディネータは、中央コーディネータによって送られた拡張自己ＣＴＳに
対応するチャネル予約期間の間、制御サブ帯域２１０を通して送られる制御トラフィック
と無関係であり得る）。したがって、集中型サブ帯域予約スキームは、中央コーディネー
タ１４０がサブ帯域を予約するという点で分散型サブ帯域予約スキームと異なり、中央コ
ーディネータ１４０は、そのサブ帯域を通して信号を送信または受信することを控え得る
、つまり、中央コーディネータ１４０は、それ自身以外のワイヤレスデバイスによる使用
のためにサブ帯域を予約し得る。同様に、中央コーディネータ１４０は、中央コーディネ
ータ１４０によって送られた拡張自己ＣＴＳに対応するチャネル予約期間の間、データサ
ブ帯域２０５を通して送られるデータトラフィックに関連付けられない。したがって、中
央コーディネータ１４０は、制御サブ帯域２１０およびデータサブ帯域２０５を通して拡
張自己ＣＴＳを送り、他のワイヤレスデバイスによる通信のためにそれらを予約し得る。
【００３４】
　[0046]図３は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およ
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びデータサブ帯域の分離をサポートする拡張自己ＣＴＳ通信３００の例を例示する。拡張
自己ＣＴＳ通信３００は、図１および図２を参照して説明されたようにＡＰ１１０および
ＳＴＡ１１５（または中央コーディネータ１４０）によって送信されたメッセージの例で
あり得る。制御トラフィックは、制御サブ帯域２１０を通して通信され、データトラフィ
ックは、データサブ帯域２０５を通して通信され得る。
【００３５】
　[0047]ワイヤレスデバイスは、制御サブ帯域２１０を通して拡張自己ＣＴＳを送信し得
る。ワイヤレスデバイスは、ＡＰ１１０、ＳＴＡ１１５、または中央コーディネータ１４
０であり得る。拡張自己ＣＴＳ３０５は、他のワイヤレスデバイス（たとえば、送ってい
るワイヤレスデバイスと同じネットワーク中のワイヤレスデバイス）に、制御サブ帯域２
１０－ａが割り振られた持続時間（たとえば、予約期間３４５－ａ）の間、それらの使用
のために予約されることを示し得る（たとえば、拡張自己ＣＴＳ３０５は、他のワイヤレ
スデバイス（たとえば、送っているワイヤレスデバイスと異なるネットワーク中のワイヤ
レスデバイス）に、制御サブ帯域２１０－ａが予約期間３４５－ａの間、オフリミットで
あるまたは制限されることを示し得る。成功した拡張自己ＣＴＳ３０５の後続であり、か
つ予約期間３４５－ａの間、ネットワーク中の複数のワイヤレスデバイスは、制御サブ帯
域２１０を使用することが許可される。たとえば、ＳＴＡ１１５Ａは、制御トラフィック
３１０を送るために制御サブ帯域２１０－ａを使用し、ＳＴＡ１１５Ｂは、（たとえば、
ＡＰに）制御トラフィック３１５を送るために制御サブ帯域２１０－ａを使用し得る。
【００３６】
　[0048]制御トラフィック３１０を送る前に、ＳＴＡ１１５Ａは、制御サブ帯域２１０－
ａのアクセシビリティを決定または検証し得る（たとえば、ＳＴＡ１１５Ａは、それが予
約期間３４５－ａの間に送信するのを許可されると決定し得る）。一例では、拡張自己Ｃ
ＴＳは、拡張自己ＣＴＳの送り手に関連付けられたネットワークのインジケーション（た
とえば、ネットワークＩＤ）を含み得る。ＳＴＡ１１５Ａは、拡張自己ＣＴＳによって伝
達されたネットワークＩＤを評価し、ネットワークＩＤがＳＴＡ１１５Ａに関連付けられ
たネットワークに一致するかどうかを決定する。ネットワークＩＤがＳＴＡ１１５Ａに関
連付けられたネットワークに一致する場合、ＳＴＡ１１５Ａは、制御サブ帯域２１０－ａ
が予約期間３４５－ａの間、ＳＴＡ１１５Ａによる使用のために利用可能であると決定し
得る。ネットワークＩＤがＳＴＡ１１５Ａに関連付けられたネットワークに一致しない場
合、ＳＴＡ１１５Ａは、制御サブ帯域２１０－ａが予約期間３４５－ａの間、ＳＴＡ１１
５Ａによる使用のために利用可能でないと決定し得る（たとえば、ＳＴＡ１１５Ａが送信
することをバックオフまたは控え得る）。ＳＴＡ１１５Ｂ（および拡張自己ＣＴＳを受信
する他のデバイス）は、予約期間３４５－ａの間、制御サブ帯域２１０－ａの利用可能性
を決定するために同様の評価プロセスを使用し得る。
【００３７】
　[0049]チャネル予約期間３４５－ａの間、ネットワーク中のワイヤレスデバイス（たと
えば、ＳＴＡ１１５ＡおよびＳＴＡ１１５Ｂ）は、チャネルアクセスプロトコルまたはプ
ロシージャに従って制御サブ帯域２１０－ａにアクセスし得る。一例では、ワイヤレスデ
バイスは、ＣＳＭＡのようなランダムアクセススキームを使用してチャネルアクセスを試
み得る。他の例では、ワイヤレスデバイスは、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）のような所定
のラウンドロビン時間スキームを使用してチャネルアクセスを試み得る。ＴＤＭＡでは、
共有周波数リソース（たとえば、サブ帯域）は、時間ベースで複数のワイヤレスに許可さ
れ得る；つまり、各ワイヤレスデバイスは、異なる時間スロットの間、周波数リソースに
アクセスし得る。ラウンドロビンスキームは、ＡＰ１１０または中央コーディネータ１４
０によって決定され得る。いくつかの場合では、アクセススキームは、ネットワーク上の
複数のワイヤレスデバイスが混雑しきい値を超える場合にインプリメントされ得る。いく
つかの場合では、ネットワーク上の複数のワイヤレスデバイスが混雑しきい値を超えない
と決定され得る。そのようなシナリオでは、チャネルアクセススキームは、非構造（unst
ructured）であり得る。したがって、チャネルアクセスは、ネットワークによって同時に
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サービスされている多数のワイヤレスデバイスに基づき得る。
【００３８】
　[0050]制御サブ帯域２１０－ａのチャネル予約期間３４５－ａが経過した後、制御サブ
帯域２１０－ａは、ネットワークの内部および外部のワイヤレスデバイスによる使用のた
め利用可能であり得る；つまり、制御サブ帯域２１０－ａは、競合のために利用可能であ
り得る。それ故、別の拡張自己ＣＴＳ３２０が制御サブ帯域２１０－ａを通して送信され
得る。拡張自己ＣＴＳ３２０は、日和見的または周期的に送られ得る。拡張自己ＣＴＳ３
２０は、拡張自己ＣＴＳ３０５と同じワイヤレスデバイスまたは異なるワイヤレスデバイ
スによって送信され得る。後続の対応する予約期間３４５－ｂの間、ネットワーク中のＡ
Ｐ１１０は、制御サブ帯域２１０－ａを通してサブ帯域割り当て３２５を送信し得る。サ
ブ帯域割り当ては、ネットワーク中のＳＴＡ１１５Ａに送られ、データサブ帯域２０５を
通してデータトラフィックを送るためにＳＴＡ１１５Ａのためのスケジュールされた送信
時間を示し得る。いくつかの場合では、サブ帯域割り当ては、（たとえば、制御トラフィ
ック３１０における）ＳＴＡ１１５Ａから送られたトラフィック要求に応答して送られ得
る。
【００３９】
　[0051]いくつかの場合では、他のデバイスはまた、予約期間３４５－ｂの間に送信し得
る。たとえば、ＳＴＡ１１５Ｂは、予約期間３４５－ｂが経過する前に制御サブ帯域２１
０－ａを通して制御トラフィック３３０を送信し得る。制御トラフィックは、サブ帯域の
品質を示すチャネル品質インジケーション（ＣＱＩ）メッセージを含み得る。本例では、
制御トラフィック３３０は、データサブ帯域２０５－ａのためのＣＱＩメッセージを含み
得る。追加または代替として、制御トラフィックは、送り手が送る用意のあるデータを有
すると示すトラフィック要求を含み得る。本例では、制御トラフィック３３０は、ＳＴＡ
１１５Ｂで保留中のデータの、ＡＰ１１０に警告するトラフィック要求を含み得る。サブ
帯域割り当て３２５のようなサブ帯域割り当ては、トラフィック要求に応答し得る。
【００４０】
　[0052]サブ帯域割り当て３２５の受信後、ＳＴＡ１１５Ａは、スケジュールされた送信
時間の前の時間Ｔを決定し得る。スケジュールされた送信時間は、対応するＡＰ１１０が
ＳＴＡ１１５Ａからのデータトラフィックを予期することになるときをＳＴＡ１１５Ａに
示し得る。したがって、ＳＴＡ１１５Ａは、スケジュールされた送信時間の間、データサ
ブ帯域２０５－ａを確保するように試みる際、スケジュールされた送信時間の前の時間Ｔ
で、データサブ帯域２０５を通して拡張自己ＣＴＳ３３５を送信し得る。もし拡張自己Ｃ
ＴＳが成功するのならば、ＳＴＡ１１５Ａは、拡張自己ＣＴＳ３３５に対応する予約期間
３４５－ｃの間、データサブ帯域２０５－ａを通してデータトラフィック３４０（例えば
、ユーザデータ）を送信し得る。データサブ帯域２０５－ａ上の送信は、拡張自己ＣＴＳ
３３５の前に示されていないが、そのような通信が生じ得る。
【００４１】
　[0053]図４は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およ
びデータサブ帯域の分離をサポートするプロセスフロー４００の例を例示する。処理フロ
ーは、ＡＰ１１０－ｂ、ＳＴＡ１１５ーｂ、およびＳＴＡ１１５－ｃを含みそれら各々は
、図１～図３を参照して説明されたように、それぞれＡＰ１１０およびＳＴＡ１１５の機
能を実行し得る。ＳＴＡ１１５－ｂおよびＳＴＡ１１５－ｃは、ＡＰ１１０ーｂと同じネ
ットワーク中にあり得、ＳＴＡ１１５－ｂおよびＳＴＡ１１５－ｂの両方が制御サブ帯域
を通して送られる拡張自己ＣＴＳを検出することが可能であるようなＡＰ１１０－ｂに接
続され得る。制御サブ帯域は、図２～図３を参照して説明された制御サブ帯域２１０の例
であり得る。プロセスフロー４００は、説明された分散型サブ帯域予約スキームに関連付
けられた通信の例であり得る。たとえば、チャネル予約の間、制御サブ帯域上で通信され
る制御トラフィックは、制御サブ帯域が予約されるワイヤレスデバイスに関連付けられ得
る。代替または追加として、制御サブ帯域を予約するデバイスは、予約するデバイスを含
む複数の多数のデバイスによる使用のために制御サブ帯域を予約する制御サブ帯域は、拡
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張自己ＣＴＳによって予約され、予約の間、ネットワーク中の複数のＳＴＡ１１５および
／またはＡＰ１１０による使用のために利用可能であり得る。
【００４２】
　[0054]４０５で、ＳＴＡ１１５－ｂは、制御サブ帯域を通してＡＰ１１０－ｂに拡張自
己ＣＴＳを送り得る。拡張自己ＣＴＳは、ＳＴＡ１１５－ｂが送る用意のある制御トラフ
ィックを有すると検出することに応じ得る。この例では、拡張自己ＣＴＳは、成功し、制
御トラフィックは、持続時間（たとえば予約期間３４５－ｂ）の間、予約される。４１０
で、ＳＴＡ１１５－ｃは、制御サブ帯域を通して拡張自己ＣＴＳを送り得る。いくつかの
場合では、ＳＴＡ１１５－ｃは、拡張自己ＣＴＳによって伝達されたネットワークＩＤを
検出し、それをＳＴＡ１１５－ｃに関連付けられたネットワークＩＤのセットと比較し得
る。拡張自己ＣＴＳによって搬送されたネットワークＩＤがＳＴＡ１１５－ｃに関連付け
られたネットワークＩＤと一致する場合、ＳＴＡ１１５－ｃは、チャネル予約期間３４５
－ｄの間、制御サブ帯域の使用が許可されると決定し得る。代替として、拡張自己ＣＴＳ
によって伝達されたネットワークＩＤがＳＴＡ１１５－ｃに関連付けられたネットワーク
ＩＤと一致しない場合、ＳＴＡ１１５－ｃは、予約期間３４５－ｄの間、バックオフする
べきであると決定し得る。この例では、拡張自己ＣＴＳは、ＳＴＡ１１５－ｃと同じネッ
トワークであるＳＴＡ１１５が起源であり、そのため、ＳＴＡ１１５－ｃは、チャネル予
約期間３４５－ｄが予約期間３４５－ｄの間、ＳＴＡ１１５－ｃのために制限されないと
決定する。
【００４３】
　[0055]４１５で、ＳＴＡ１１５－ｂは、図３で説明したような、チャネル予約期間３４
５－ｄの利点を取り、ＣＱＩ報告およびトラフィック要求を送信し得る。いくつかの場合
では、他の制御情報は、ＣＱＩ報告およびトラフィック要求の代わり（またはそれらと共
に）送信され得る。いくつかの例では、ＣＱＩまたはトラフィック要求のいずれかが送ら
れる。ＣＱＩ報告は、制御サブ帯域または対応するデータサブ帯域（図示されていない）
に関する情報を含み得る。トラフィック要求は、ＳＴＡ１１５－ｂがデータサブ帯域を通
して送られる用意のあるデータを有することをＡＰ１１０－ｂに示し得る。４２０に進み
、ＳＴＡ１１５－ｃは、拡張自己ＣＴＳのその検出または対応するネットワークＩＤに基
づいて、ＣＱＩ報告およびトラフィック要求を送り得る。ＳＴＡ１１５－ｃは、制御チャ
ネルが（たとえば、予約期間３４５－ｄの間）拡張自己ＣＴＳによって予約される時間期
間の間に制御サブ帯域を通してＣＱＩ報告およびトラフィック要求を送り得る。
チャネル予約期間３４５－ｄの満了後である、４２５で、ＡＰ１１０－ｂは、ＳＴＡ１１
５－ｂに、制御サブ帯域を通して拡張自己ＣＴＳを送信し得る。この例では、拡張自己Ｃ
ＴＳは、持続時間（たとえば、予約期間３４５－ｅ）の間、ネットワーク中の複数のワイ
ヤレスデバイス（たとえば、ＡＰ１１０－ｂ、ＳＴＡ１１５－ｂ、およびＵＥ－ｃ）によ
る使用のために制御サブ帯域を予約する。したがって、予約期間３４５－ｅの間である、
４３０で、ＡＰ１１０－ｂは、ＳＴＡ１１５－ｃに、サブ帯域割り当てメッセージを送信
し得る。サブ帯域割り当てメッセージは、ＡＰ１１０－ｂがデータサブ帯域を通して、Ｓ
ＴＡ１１５－ｂからのデータトラフィックを受信すると予測するときをＳＴＡ１１５－ｂ
に示し得る。４３５で、ＡＰ１１０－ｂは、ＳＴＡ１１５－ｃがデータサブ帯域を通して
そのデータトラフィックを送るべきときを示す、サブ帯域割り当てをＳＴＡ１１５－ｃに
送り得る。予約期間３４５は、対応する拡張自己ＣＴＳにおいて示されるように、同じま
たは異なる時間長さであり得る。
【００４４】
　[0056]図５は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およ
びデータサブ帯域の分離をサポートするプロセスフロー５００の例を例示する。プロセス
フロー５００は、説明された分散型サブ帯域予約スキームに関連付けられた通信の例であ
り得る。プロセスフロー５００は、図１～図４を参照して説明された、ＡＰ１１０または
ＳＴＡ１１５の例であり得る、ＡＰ１１０－ｃおよびＳＴＡ１１５－ｄを含み得る。ＳＴ
Ａ１１５－ｄおよびＡＰ１１０－ｃは、図１～図４を参照して説明されたように、制御サ
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ブ帯域を通して制御トラフィックおよびデータサブ帯域を通してデータトラフィック（た
とえば、ユーザデータ）を通信し得る。ワイヤレスデバイス（たとえば、１０５－ｃおよ
びＳＴＡ１１５－ｄ）は、拡張自己ＣＴＳを送ることによって同じネットワークを共有す
る他のデバイスのために制御およびデータサブ帯域を予約し得る。
【００４５】
　[0057]５０５で、ＳＴＡ１１５－ｄは、ＡＰ１１０－ｃに拡張自己ＣＴＳを送り得る。
拡張自己ＣＴＳは、拡張自己ＣＴＳにおいて示される持続時間（たとえば、予約期間３４
５－ｆ）の間、制御サブ帯域を予約し得る。予約は、ＳＴＡ１１５－ｄと同じネットワー
ク中のワイヤレスデバイスが予約期間３４５－ｆの間に送信することができる一方、制御
サブ帯域にアクセスすることから、他のネットワークに属するワイヤレスデバイスを制限
する。５１０で、ＳＴＡ１１５－ｄは、ＡＰ１１０－ｃにＣＱＩ報告およびトラフィック
要求を送信するために制御サブ帯域を使用し得る。チャネル予約期間３４５－ｆが満了し
た後、ＡＰ１１０－ｃは、５１５で、ＳＴＡ１１５－ｄに制御サブ帯域を通して拡張自己
ＣＴＳを送り得る。拡張自己ＣＴＳは、拡張自己ＣＴＳによって示される持続時間（たと
えば、予約期間３４５－ｇ）の間、制御サブ帯域を予約し得る。予約期間３４５－ｇの間
である、５２０で、ＡＰ１１０－ｃは、ＳＴＡ１１５－ｄにサブ帯域割り当てを送信し得
る。サブ帯域割り当ては、ＡＰ１１０－ｃがデータサブ帯域を通してＳＴＡ１１５－ｄか
らのトラフィックを予測しているときを、ＳＴＡ１１５－ｄに示し得る（たとえば、サブ
帯域割り当てがスケジュールされた送信時間を示し得る）。データトラフィックを送る前
に、ＳＴＡ１１５－ｄは、５２５で、ＡＰ１１０－ｃにデータサブ帯域を通して拡張自己
ＣＴＳを送り得る。拡張自己ＣＴＳは、予約期間３４５－ｈの間、データサブ帯域を予約
し得る。拡張自己ＣＴＳは、サブ帯域割り当てに応答するものであり得る。たとえば、Ｓ
ＴＡ１１５－ｄは、ＡＰ１１０－ｃがデータを予測し拡張自己ＣＴＳを送る前の時間Ｔ（
たとえばＴミリ秒（ｍｓ））を決定し得る。拡張自己ＣＴＳは、５３０で、データトラフ
ィックの送信のためのデータサブ帯域を確保し得る。
【００４６】
　[0058]図示されていないが、制御サブ帯域および／またはデータサブ帯域に関連付けら
れた他のワイヤレスデバイスは、それぞれのサブ帯域を通して送られた拡張自己ＣＴＳを
検出することが可能であり得る。追加として、ＡＰ１１０－ｃおよび／またはＳＴＡ１１
５－ｄと同じネットワーク中のワイヤレスデバイスのうちの１つまたは複数は、予約の間
に拡張自己ＣＴＳによって予約されたサブ帯域を通して送信し得る。いくつかの場合では
、ワイヤレスデバイスは、予約されたサブ帯域がそれらのネットワークＩＤを拡張自己Ｃ
ＴＳによって搬送されたネットワークＩＤと比較することによって制限されるのかまたは
アクセス可能なのかを決定し得る。
【００４７】
　[0059]図６は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およ
びデータサブ帯域の分離をサポートするプロセスフロー６００の例を例示する。プロセス
フロー６００は、中央コーディネータ１４０－ａ、ＡＰ１１０－ｄ、ＳＴＡ１１５－ｅ、
およびＳＴＡ１１５－ｆを含み得る。中央コーディネータ１４０－ａは、図１を参照して
説明された中央コーディネータ１４０の例であり得る。プロセスフロー６００は、集中型
サブ帯域予約スキームに関連付けられた通信の例であり得る。中央コーディネータ１４０
－ａは、拡張自己ＣＴＳを送ることによって同じネットワーク中の他のデバイスのために
制御サブ帯域を予約し得る。つまり、中央コーディネータ１４０－ａ以外のデバイスは、
中央コーディネータ１４０－ａによって予約された時間期間の間に制御サブ帯域にアクセ
スし得る。したがって、中央コーディネータ１４０－ａは、制御サブ帯域の予約を担い得
る。
【００４８】
　[0060]６０５で、中央コーディネータ１４０－ａは、ＳＴＡ１１５－ｆに、制御サブ帯
域を通して拡張自己ＣＴＳを送信し得る。拡張自己ＣＴＳは、中央コーディネータ１４０
－ａ以外のネットワーク中のワイヤレスデバイスによる使用のために制御サブ帯域を予約
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し得る。予約は、拡張自己ＣＴＳによって指定された持続時間の間であり得る（たとえば
、制御サブ帯域が予約期間３４５－ｉの間、予約され得る）。いくつかの場合では、拡張
自己ＣＴＳは、中央コーディネータ１４０－ａに関連付けられるネットワークＩＤを含み
得る。ネットワークの内側および外側のワイヤレスデバイスは、ネットワークＩＤに基づ
いて予約期間３４５－ｉの間に制御サブ帯域のアクセシビリティを決定し得る。たとえば
、ネットワーク中のワイヤレスデバイス（たとえば、ＡＰ１１０－ｄ、ＳＴＡ１１５－ｅ
、およびＳＴＡ１１５－ｆ）は、ワイヤレスデバイスが加入されるネットワークに対応す
るネットワークＩＤを検出することによって、予約期間３４５－ｉの間の使用のために制
御サブ帯域が利用可能であると決定し得る。したがって、ワイヤレスデバイスは、予約期
間３４５－ｉの間にメッセージを送信し得る。例として、６１０で、ＳＴＡ１１５－ｅは
、ＡＰ１１０－ｄに制御トラフィックを送り得る。そして６１５で、ＳＴＡ１１５－ｆは
、ＡＰ１１０－ｄにトラフィック要求を送り得る。トラフィック要求は、対応するデータ
サブ帯域（図示されていない）を通す送信のためのＳＴＡ１１５－ｆでの保留中のデータ
に対応し得る。
【００４９】
　[0061]予約期間３４５－ｉの満了後、中央コーディネータ１４０－ａは、６２０で、制
御トラフィックがトラフィックの制約を受けないことを検出し、拡張自己ＣＴＳを送り得
る。いくつかの場合では、中央コーディネータ１４０－ａは、周期的に自己ＣＴＳを送り
得る。拡張自己ＣＴＳは、第２の持続時間（たとえば予約期間３４５－ｊ）の間、ネット
ワークデバイスによる使用のための制御サブ帯域を予約し得る。６２５で、制御サブ帯域
が予約期間３４５－ｊの間、利用可能であると検出すると、ＡＰ１１０－ｄは、ＳＴＡ１
１５－ｆにサブ帯域割り当てを送り得る。サブ帯域割り当ては、６１５で、送られたトラ
フィック要求に応答するものであり得る。サブ帯域割り当ては、データサブ帯域（図示さ
れていない）を通して送信する、ＳＴＡ１１５－ｆのためのスケジュールされた時間を示
し得る。多数のデバイスは、それらが中央コーディネータ１４０－ａと同じネットワーク
内にいるという条件で、予約期間３４５－ｊの間に送信することが許可され得る。したが
って、６３０で、ＳＴＡ１１５－ｅは、ＡＰ１１０－ｄにトラフィック要求を送信し得る
。追加として、ＳＴＡ１１５－ｆは、（データサブ帯域についての（図示されていない）
）ＣＱＩ報告を送り得る。図示されていないが、拡張自己ＣＴＳは、サブ帯域割り当てに
よってスケジュールされた送信時間の前の時間Ｔをデータサブ帯域を通して送り得る。拡
張自己ＣＴＳは、ＡＰ１１０－ｄまたはＳＴＡ１１５－ｆによって送信され、予約がスケ
ジュールされた送信時間と重複するようなデータサブ帯域を予約する。したがって、ＳＴ
Ａ１１５－ｆは、スケジュールされた送信時間でデータ帯域を通してアップリンクデータ
を送信し得る。
【００５０】
　[0062]図７は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およ
びデータサブ帯域の分離をサポートするプロセスフロー７００の例を例示する。プロセス
フロー７００は、集中型サブ帯域予約スキームに関連付けられた通信の例であり得る。た
とえば、プロセスフロー７００は、中央コーディネータ（たとえば、中央コーディネータ
１４０－ｂ）によって制御帯域予約を提供し得る。中央コーディネータ１４０－ｂは、図
６を参照して説明された中央コーディネータ１４０－ａの例であり得る。ＡＰ１１０－ｅ
およびＳＴＡ１１５－ｇはまた、プロセスフロー７００中に含まれ、図１～図６を参照し
て説明されたＡＰ１１０およびＳＴＡ１１５の例であり得る。ＡＰ１１０－ｅおよびＳＴ
Ａ１１５－ｇは、中央コーディネータ１４０－ｂがＡＰ１１０－ｅとＳＴＡ１１５－ｇと
の間の制御信号の送信のための時間スロットを割り振るような中央コーディネータ１４０
－ｂに接続され得る。ネットワーク中の他のワイヤレスデバイス（図示されていない）は
、中央コーディネータ１４０－ｂに同様に接続され得る。いくつかの例では、制御サブ帯
域は、データサブ帯域より低い周波数中にあり、データサブ帯域より小さい帯域幅を備え
る。たとえば、データサブ帯域の帯域幅は、制御サブ帯域の少なくとも１０倍であり得る
。いくつかの例では、制御サブ帯域は、サブ１ＧＨｚ範囲中にあり、データサブ帯域は、
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２．４ＨＧｚまたは５ＧＨｚ帯域中にある。
【００５１】
　[0063]７０５で、ＳＴＡ１４０－ｂは、制御サブ帯域を通して拡張自己ＣＴＳを送り得
る。拡張自己ＣＴＳは、ＡＰ１１０－ｅおよびＳＴＡ１１５－ｇを含む制御サブ帯域に関
連付けられた複数のワイヤレスデバイスによって受信され得る。拡張自己ＣＴＳは、持続
時間（たとえば、予約期間３４５－ｋ）の間、制御サブ帯域を予約し得る。拡張自己ＣＴ
Ｓは、周期送信スケジュールに従って、または制御サブ帯域がトラフィックの制約を受け
ないことを検出すると送信され得る。７１０で、ＳＴＡ１１５－ｇは、ＣＱＩ報告および
トラフィック要求を送るために予約期間３４５－ｋの間に制御チャネルを日和見的に使用
し得る。しかしながら、他の制御情報は、他のワイヤレスデバイスからの制御情報を含む
、この時間の間に送信され得る。送信は、ＳＴＡ１１５－ｇが属するネットワークに拡張
自己ＣＴＳが関連付けられるとの決定に基づき得る。
【００５２】
　[0064]制御チャネル予約期間３４５－ｋが満了した後、中央コーディネータ１４０－ｂ
は、今回は予約期間３４５－ｌの間、制御サブ帯域を再び予約するために、７１５で、別
の拡張自己ＣＴＳを送り得る。チャネル予約期間３４５－ｌの間である、７２０で、ＡＰ
１１０－ｅは、ＳＴＡ１１５－ｇにサブ帯域割り当てを送り得る。サブ帯域割り当ては、
ＡＰ１１０－ｅがデータサブ帯域を通してデータトラフィックを受信すると予測している
ときを、ＳＴＡ１１５－ｇに示し得る（たとえば、サブ帯域割り当てが送信時間を含み得
る）。したがって、７２５で、且つスケジュールされた送信時間の前Ｔｍｓで、ＡＰ１１
０－ｅは、データサブ帯域を通して拡張自己ＣＴＳを送ることによってデータサブ帯域を
確保し得る。拡張自己ＣＴＳは、持続時間（たとえば、予約期間３４５－ｍ）の間、デー
タサブ帯域を予約し得る。ミリ秒の期間中で説明されたが、時間Ｔは、Ｔが予約期間３４
５－ｍを超えないという条件で、スケジュールされた送信時間の前の任意の時間であり得
る。したがって、データサブ帯域は、スケジュールされた送信時間の間にＳＴＡ１１５－
ｇによる使用のために予約され、利用可能になり得る。したがって、ＳＴＡ１１５－ｇは
、７３０で、データサブ帯域を通してＡＰ１１０－ｅにデータトラフィックを送信し得る
。
【００５３】
　[0065]図８は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御およ
びデータサブ帯域の分離のために構成されたワイヤレスデバイス８００のブロック図を示
す。ワイヤレスデバイス８００は、図１～図７を参照して説明されたＵＥ１１５の態様の
例であり得る。ワイヤレスデバイス８００は、受信機８０５、無免許サブ帯域マネージャ
８１０、または送信機８１５を含み得る。ワイヤレスデバイス８００はまた、プロセッサ
を含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信状態にあり得る。ワイヤレス
デバイス８００は、分散型サブ帯域予約スキームまたは集中型サブ帯域予約スキームに関
連付けられた通信に参加し得る。
【００５４】
　[0066]受信機８０５は、様々な情報チャネルに関連付けられたパケット、ユーザデータ
、または制御情報のような情報を受信し得る。たとえば、受信機８０５は、無免許無線周
波数スペクトル帯域中の制御サブ帯域を通して制御信号を受信し得る。受信機８０５はま
た、無免許無線周波数スペクトル帯域中のデータサブ帯域を通してデータ信号を受信し得
る。いくつかの場合では、受信機８０５は、ワイヤレスデバイス８００の他のコンポーネ
ントと協力することによって無免許スペクトル中の制御サブ帯域およびデータサブ帯域の
分離をサポートする。たとえば、受信機８０５は、無免許サブ帯域マネージャ８１０にお
よびワイヤレスデバイス８００の他のコンポーネントに情報を伝え得る。
【００５５】
　[0067]無免許サブ帯域マネージャ８１０は、制御トラフィックを通信するために使用さ
れる無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域（たとえば、制御サブ帯域）を
識別し得る。無免許サブ帯域マネージャ８１０はまた、データトラフィックを通信するた
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めに使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域（たとえば、データ
サブ帯域）を識別し得る。第１のサブ帯域および第２のサブ帯域は、異なり得る。いくつ
かの場合では、第１のサブ帯域は、第２のサブ帯域より低い周波数中にあり、第２のサブ
帯域より小さい帯域幅を有する。いくつかの例では、第１のサブ帯域は、サブ１ＧＨｚ範
囲中にあり、第２のサブ帯域は、２．４ＨＧｚまたは５ＧＨｚ帯域中にある。第２のサブ
帯域の帯域幅は、第１のサブ帯域の少なくとも１０倍であり得る。無免許サブ帯域マネー
ジャ８１０は、複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、第１のサブ帯域
を予約し得る。予約は、第１のサブ帯域を通して送信された拡張自己ＣＴＳに少なくとも
部分的に基づき得る。
【００５６】
　[0068]送信機８１５は、ワイヤレスデバイス８００の他のコンポーネントから受信され
た信号を送信し得る。送信機８１５は、第１のサブ帯域を通して制御信号（たとえば、ト
ラフィック要求、ＣＱＩ報告、等）を送信し、第２のサブ帯域を通してデータ信号を送信
し得る。送信機は、無免許スペクトル中の制御およびデータサブ帯域の分離をサポートす
るためにワイヤレスデバイス８００の他のコンポーネント（たとえば、無免許サブ帯域マ
ネージャ８１０）と協力し得る。たとえば、送信機８１５は、第１および／または第２の
サブ帯域を通して拡張自己ＣＴＳを送るために無免許サブ帯域マネージャ８１０と協力し
得る。いくつかの例では、送信機８１５は、トランシーバモジュール中で受信機８０５と
コロケートされ得る。送信機８１５は、単一のアンテナを含み得るか、または、それは、
複数のアンテナを含み得る。
【００５７】
　[0069]図９は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトル中の制御およびデ
ータサブ帯域の分離のためのワイヤレスデバイス９００のブロック図を示す。ワイヤレス
デバイス９００は、図１～図８を参照して説明されたワイヤレスデバイス８００またはＳ
ＴＡ１１５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス９００は、受信機８０５－ａ、無
免許サブ帯域マネージャ８１０－ａ、または送信機８１５－ａを含み得る。ワイヤレスデ
バイス９００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに
通信状態にあり得る。無免許サブ帯域マネージャ８１０－ａは、サブ帯域識別マネージャ
９０５および予約管理マネージャ９１０を含み得る。
【００５８】
　[0070]受信機８０５－ａは、無免許サブ帯域マネージャ８１０－ａに、およびワイヤレ
スデバイス９００の他のコンポーネントに伝えられ得る情報を（たとえば制御およびデー
タサブ帯域を通して）受信し得る。無免許サブ帯域マネージャ８１０－ａは、図８を参照
して説明された動作を実行し得る。送信機８１５－ａは、別々の制御およびデータサブ帯
域を通してワイヤレスデバイス９００の他のコンポーネントから受信された信号を送信し
得る。
【００５９】
　[0071]サブ帯域識別マネージャ９０５は、制御トラフィックを通信するために使用され
る無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域（たとえば、制御サブ帯域）を識
別し得る。サブ帯域識別マネージャ９２５はまた、データトラフィックを通信するために
使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域（たとえば、データサブ
帯域）を識別し得る。第１のサブ帯域および第２のサブ帯域は、周波数において分離され
得る；つまり、第１のサブ帯域および第２のサブ帯域は、図２～図７を参照して説明され
たような異なる周波数を使用し得る。第１のサブ帯域は、第２のサブ帯域によって使用さ
れる周波数より低い周波数を使用し得る。第１のサブ帯域は、第２のサブ帯域の帯域幅よ
り小さい帯域幅を有し得る。
【００６０】
　[0072]サブ帯域予約マネージャ９１０は、同じネットワーク中のワイヤレスデバイスに
よる使用のためのサブ帯域を予約し得る。いくつかの場合では、サブ帯域予約マネージャ
９１０は、サブ帯域を通して拡張自己ＣＴＳを送信するために送信機８１５－ａと協力す
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ることによってサブ帯域を予約し得る。拡張自己ＣＴＳは、ワイヤレスデバイス９００と
関連付けられたネットワークに対応するネットワークＩＤを含み得る。一例では、サブ帯
域予約マネージャ９１０は、ワイヤレスデバイス９００と同じネットワーク中の多数のワ
イヤレスデバイスによる私用のための第１の持続時間の間第１のサブ帯域を予約する。予
約は、図２～図７を参照して説明されるような第１のサブ帯域を通して送信された拡張自
己ＣＴＳに少なくとも部分的に基づき得る。
【００６１】
　[0073]ワイヤレスデバイス８００、ワイヤレスデバイス９００、無免許サブ帯域マネー
ジャ８１０は、個別にまたは集合的に、ハードウェアにおいて適用可能な機能のうちの一
部または全てを実行するように適合された少なくとも１つのＡＳＩＣでインプリメントさ
れ得る。代替的に、機能は、少なくとも１つのＩＣ上で、１つまたは複数の他の処理ユニ
ット（または、コア）によって実行され得る。他の例では、他のタイプの集積回路（例え
ば、構造化／プラットフォームＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰ
ＧＡ）、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得、それらは、当該技術分野において
既知の任意の方法でプログラムされ得る。各ユニットの機能はまた、メモリにおいて具現
化され、１つまたは複数の汎用またはアプリケーション特有のプロセッサによって実行さ
れるようにフォーマットされた命令で、全体的または部分的に、インプリメントされ得る
。
【００６２】
　[0074]図１０は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトル中の制御および
データサブ帯域の分離のための無免許サブ帯域マネージャ８１０－ｂのブロック図１００
０を示す。無免許サブ帯域マネージャ８１０ーｂは、ワイヤレスデバイス８００またはワ
イヤレスデバイス９００のコンポーネントであり得る。たとえば、無免許サブ帯域マネー
ジャ８１０－ｂは、図８～図９を参照して説明された無免許サブ帯域マネージャ８１０の
態様の例であり得る。無免許サブ帯域マネージャ８１０－ｂは、サブ帯域識別マネージャ
９０５－ａ、およびサブ帯域予約マネージャ９１０－ａを含み得る。これらのモジュール
の各々は、図９を参照して上述された機能を実行し得る。無免許サブ帯域マネージャ８１
０－ｂはまた、データトラフィックアドミニストレータ１００５、サブ帯域割り当てコー
ディネータ１０１０、および制御トラフィックアドミニストレータ１０１５を含み得る。
【００６３】
　[0075]データトラフィックアドミニストレータ１００５は、データサブ帯域（たとえば
、図８および図９を参照して説明された第２のサブ帯域）を通してデータトラフィックを
受信するために受信機８０５と協力し得る。データトラフィックは、データサブ帯域が同
じネットワーク中の多数のワイヤレスデバイスによる使用のために予約される持続時間の
間に受信され得る。データサブ帯域は、図２～図７を参照して説明されたようなワイヤレ
スデバイスまたは別のワイヤレスデバイス（たとえば、ＡＰ１１０）によるデータサブ帯
域を通して送信された拡張自己ＣＴＳによる持続時間の間、予約され得る。いくつかの場
合では、データトラフィックアドミニストレータ１００５は、データサブ帯域が同じネッ
トワーク中の複数のワイヤレスデバイスによる使用のために予約される持続時間の間に、
データサブ帯域を通してデータトラフィックを送信するために送信機８１５と協力し得る
。データサブ帯域は、ワイヤレスデバイスまたは別のワイヤレスデバイス（たとえば、Ａ
Ｐ１１０）のいずれかによって、データサブ帯域を通して送信される拡張自己ＣＴＳを介
して使用のために予約され得る。
【００６４】
　[0076]サブ帯域割り当てコーディネータ１０１０は、データサブ帯域（たとえば、図８
および図９を参照して説明された第２のサブ帯域）のためのサブ帯域割り当てを受信する
ために受信機８０５と協力し得る。サブ帯域割り当ては、制御サブ帯域が（たとえば、同
じネットワーク中のワイヤレスデバイスによる私用のために）予約される持続時間の間に
制御サブ帯域（たとえば、図８および図９を参照して説明されたような第１のサブ帯域）
を通して受信され得る。制御サブ帯域は、（たとえば、ワイヤレスデバイス、およびＡＰ
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１１０、または中央コーディネータ１４０によって）制御サブ帯域を通して送信された拡
張自己ＣＴＳを介して予約され得る。いくつかの場合では、サブ帯域割り当てコーディネ
ータ１０１０は、データサブ帯域を通してデータを送信するために送信機８１５と協力し
得る。送信は、サブ帯域割り当てに基づいてスケジュールされ得る。データサブ帯域は、
ワイヤレスデバイスまたはＡＰ１１０によってデータサブ帯域を通して送られた拡張自己
ＣＴＳによって送信のために予約され得る。いくつかの場合では、拡張自己ＣＴＳは、サ
ブ帯域割り当てに基づいて送られる（たとえば、拡張自己ＣＴＳがスケジュールされた送
信時間の前のＴｍｓで送られる）。
【００６５】
　[0077]制御トラフィックアドミニストレータ１０１５は、ワイヤレスデバイスと同じネ
ットワーク中のワイヤレスデバイスによって制御サブ帯域を通して送られた制御トラフィ
ックを受信するために、受信機８０５と協力し得る。制御トラフィックは、図２～図７を
参照して説明されたような、制御サブ帯域が使用のために予約される持続時間の間に受信
され得る。いくつかの場合では、制御トラフィックアドミニストレータ１０１５は、予約
された持続時間の間に制御サブ帯域を通して制御トラフィックを送信するために、送信機
と協力し得る。いくつかの例では、制御トラフィックを送信することは、ランダムアクセ
ススキームまたは所定のラウンドロビンＴＤＭＡスキームに従って制御トラフィックを送
信することを含む。いくつかの場合では、制御トラフィックは、トラフィック要求および
／またはＣＱＩ報告を含む。
【００６６】
　[0078]図１１は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御お
よびデータサブ帯域の分離のために構成されたＳＴＡ１１５－ｈを含むシステム１１００
の図を示す。ＳＴＡ１１５－ｈは、図１～図１０を参照して説明されたワイヤレスデバイ
ス８００、ワイヤレスデバイス９００、またはＵＥ１１５の例であり得る。ＵＥ１１５－
ｈは、無免許サブ帯域マネージャ１１１０を含み得、これは、図８～図１０を参照して説
明された無免許サブ帯域マネージャ８１０の例であり得る。ＵＥ１１５－ｈは、通信を送
信するためのコンポーネントと通信を受信するためのコンポーネントとを含む、双方向の
音声およびデータ通信のためのコンポーネントも含み得る。例えば、ＵＥ１１５－ｈは、
ＳＴＡ１１５－ｉまたは基地局１１０－ｆと双方向に通信し得る。
【００６７】
　[0079]ＳＴＡ１１５－ｈはまた、プロセッサ１１０５、およびメモリ１１１５（ソフト
ウェア（ＳＷ）１１２０を含む）、トランシーバ１１３５、および１つまたは複数のアン
テナ１１４０を含み得、それらの各々は、（例えば、バス１１４５を介して）互いと、直
接的にまたは間接的に、通信し得る。トランシーバ１１３５は、上記で説明されたように
、１つまたは複数のネットワークと、（１つまたは複数の）アンテナ１１４０またはワイ
ヤードまたはワイヤレスリンクを介して、双方向に通信し得る。例えば、トランシーバ１
１３５は、ＡＰ１１０または別のＳＴＡ１１５と双方向に通信し得る。いくつかの場合で
は、トランシーバ１１３５は、個々の制御およびデータサブ帯域を通して通信し得る。ト
ランシーバ１１３５は、パケットを変調して、変調されたパケットを送信のために（１つ
または複数の）アンテナ１１４０に提供するための、および（１つまたは複数の）アンテ
ナ１１４０から受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得る。ＳＴＡ１１５－
ｈが単一のアンテナ１１４０を含み得る一方で、ＳＴＡ１１５－ｈは、複数のワイヤレス
伝送を同時に送信または受信することが可能な複数のアンテナ１１４０も有し得る。
【００６８】
　[0080]メモリ１１１５は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読み取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１１１５は、実行されると、プロセッサ１１０５に、本
明細書に説明された様々な機能（例えば、無免許スペクトルにおける制御およびデータサ
ブ帯域の分離、等）を行わせる命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソ
フトウェア／ファームウェアコード１１２０を記憶し得る。代替的に、ソフトウェア／フ
ァームウェアコード１１２０は、プロセッサ１１０５によって直接的に実行可能でない可
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能性があるが、コンピュータに（例えば、コンパイルおよび実行されたときに）、本明細
書で説明された機能を実行させ得る。プロセッサ１１０５は、インテリジェントハードウ
ェアデバイス、（例えば、中央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用
途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含み得る。
【００６９】
　[0081]図１２は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御お
よびデータサブ帯域の分離のために構成されたワイヤレスデバイス１２００のブロック図
を示す。ワイヤレスデバイス１２００は、図１～図７を参照して説明されたＡＰ１１０の
態様の例であり得る。いくつかの場合では、ワイヤレスデバイス１２００は、図１～図７
を参照して説明された中央コーディネータ１４０の例であり得る。中央コーディネータ１
４０としてサービスするとき、ワイヤレスデバイス１２００は、制御および／またはデー
タ信号の送信または受信に参加し得ない；つまり、ワイヤレスデバイス１２００は、サブ
帯域予約を担い、通信の他のタイプを控え得る。ワイヤレスデバイス１２００は、受信機
１２０５、ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０、または送信機１２１５を含み得る。
ワイヤレスデバイス１２００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの
各々は、互いに通信状態にあり得る。
【００７０】
　[0082]受信機１２０５は、様々な情報チャネルに関連付けられたパケット、ユーザデー
タ、または制御情報のような情報を受信し得る。情報は、無免許スペクトル中の制御およ
びデータサブ帯域の分離に関連し得る。受信機１２０５は、制御サブ帯域を通して制御ト
ラフィックを受信し、データサブ帯域を通してデータトラフィックを受信し得る。制御サ
ブ帯域およびデータサブ帯域は、無免許無線周波数スペクトル帯域中にあり得る。受信機
１２０５は、個々の制御およびデータサブ帯域を通して拡張自己ＣＴＳを受信し得る。い
くつかの場合では、受信機１２０５は、制御およびデータサブ帯域の分離をサポートする
ためにワイヤレスデバイス１２００の他のコンポーネントと協力し得る。たとえば、受信
機１２０５によって受信した情報は、ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０に伝えられ
得る。
【００７１】
　[0083]ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０は、制御トラフィックを通信するために
使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域（たとえば、制御サブ帯
域）を識別し得る。ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０は、データトラフィックを通
信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域（たとえば
、制御サブ帯域）を識別し得る。第１のサブ帯域および第２のサブ帯域は、異なり得る（
たとえば、第１のサブ帯域および第２のサブ帯域は、複数の周波数を有する含み得る）。
ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０は、多数のワイヤレスデバイスのために第１の持
続時間の間、第１のサブ帯域を予約し得る。多数のワイヤレスデバイスは、ワイヤレスデ
バイス１２００と同じネットワーク中にあり得る。第１のサブ帯域の予約は、第１のサブ
帯域を通して送信された拡張自己ＣＴＳに少なくとも部分的に基づき得る。
【００７２】
　[0084]送信機１２１５は、ワイヤレスデバイス１２００の他のコンポーネントから受信
された信号を送信し得る。たとえば、送信機１２１５は、拡張自己ＣＴＳを送信するため
にＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０と協力し得る。送信機１２１５は、第１および
第２のサブ帯域を通して信号を送信し得る。たとえば、送信機１２１５は、第１のサブ帯
域を通して制御トラフィック（たとえば、ＣＱＩ報告、トラフィック要求、等）を送信し
、第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信し得る。いくつかの例では、送信機
１２１５は、トランシーバモジュール中で受信機１２０５とコロケートされ得る。送信機
１２１５は、単一のアンテナを含み得るか、または、それは、複数のアンテナを含み得る
。
【００７３】
　[0085]図１３は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトル中の制御および
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データサブ帯域の分離のためのワイヤレスデバイス１３００のブロック図を示す。ワイヤ
レスデバイス１３００は、図１～図１２を参照して説明されたワイヤレスデバイス１２０
０またはＡＰ１１０の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス１３００がＡＰ１１０と
してサービスするとき、ワイヤレスデバイス１３００は、分散型サブ帯域予約スキームま
たは集中型分散型サブ帯域スキームのいずれかに関与し得る。いくつかの場合では、ワイ
ヤレスデバイス１３００は、図１～図１２を参照して説明された中央コーディネータ１４
０の例であり得る。ワイヤレスデバイス１３００が中央コーディネータ１４０としてサー
ビスするとき、ワイヤレスデバイス１３００は、集中型サブ帯域予約スキームに関与し得
る。ワイヤレスデバイス１３００は、受信機１２０５－ａ、ＡＰ無免許サブ帯域マネージ
ャ１２１０－ａ、または送信機１２１５－ａを含み得る。ワイヤレスデバイス１３００は
また、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いに通信状態にあり
得る。ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０－ａは、サブ帯域識別マネージャ１３０５
およびＡＰサブ帯域予約マネージャ１３１０を含み得る。
【００７４】
　[0086]受信機１２０５－ａは、無免許サブ帯域マネージャ１２１０－ａに、およびワイ
ヤレスデバイス１３００の他のコンポーネントに伝えられ得る情報を（たとえば、別々の
制御およびデータサブ帯域を通して）受信し得る。ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１
０－ａは、図１２を参照して説明された動作を実行し得る。送信機１２１５－ａは、ワイ
ヤレスデバイス１３００の他のコンポーネントから受信された信号を送信し得る（たとえ
ば、送信機１２１５－ａは、別々の制御およびデータサブ帯域を通して信号を送信し得る
）。
【００７５】
　[0087]ＡＰサブ帯域識別マネージャ１３０５は、制御トラフィックを通信するために使
用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域（たとえば、制御サブ帯域
）を識別し得る。ＡＰサブ帯域識別マネージャ１３０５は、データトラフィックを通信す
るために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域（たとえば、デ
ータサブ帯域）を識別し得る。第１のサブ帯域および第２のサブ帯域は、図１～図７を参
照して説明されたように異なり得る。いくつかの例では、第１のサブ帯域は、第２のサブ
帯域より低い周波数であり、第２のサブ帯域より小さい帯域幅を有し得る（たとえば、第
１のサブ帯域の帯域幅は、第２のサブ帯域の帯域幅より少なくとも１０倍小さい）。いく
つかの例では、第１のサブ帯域は、サブ１ＧＨｚ範囲中にあり、第２のサブ帯域は、２．
４ＨＧｚまたは５ＧＨｚ帯域中にある。
【００７６】
　[0088]ＡＰサブ帯域予約マネージャ１３１０は、拡張自己ＣＴＳを使用してサブ帯域を
予約し得る。たとえば、ＡＰサブ帯域予約マネージャ１３１０は、複数のワイヤレスデバ
イスのための第１の持続時間の間、第１のサブ帯域を予約し得る。ワイヤレスデバイスは
、図２～図７を参照して説明されたように、ワイヤレスデバイス１３００と同じネットワ
ーク中にあり、予約は、第１のサブ帯域を通して送信された拡張自己ＣＴＳに少なくとも
部分的に基づき得る。いくつかの例では、拡張自己ＣＴＳは、ワイヤレスデバイスが属す
るネットワークに対応するネットワークＩＤを含む。ＡＰサブ帯域予約マネージャ１３１
０は、拡張自己ＣＴＳを送信するために送信機１２１５－ａと協力し得る。ワイヤレスデ
バイス１３００がＡＰ１１０であるときワイヤレスデバイス１３００は、第１の持続時間
の間に第１のサブ帯域を通して送信される制御トラフィックに関連付けられ得る。ワイヤ
レスデバイスが中央コーディネータ１４０であるとき、ワイヤレスデバイス１３００は、
第１の持続時間の間に第１のサブ帯域を通して送信される制御トラフィックに関連付けら
れ得ない。
【００７７】
　[0089]ワイヤレスデバイス１２００、ワイヤレスデバイス１３００、ＡＰ無免許サブ帯
域マネージャ１２１０は、個別にまたは集合的に、ハードウェアにおいて適用可能な機能
のうちの一部または全てを実行するように適合された少なくとも１つのＡＳＩＣでインプ
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リメントされ得る。代替的に、機能は、少なくとも１つのＩＣ上で、１つまたは複数の他
の処理ユニット（または、コア）によって実行され得る。他の例では、他のタイプの集積
回路（例えば、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセ
ミカスタムＩＣ）が使用されえ、それらは、当該技術において知られている任意の方式で
プログラムされうる。各ユニットの機能はまた、メモリにおいて具現化され、１つまたは
複数の汎用またはアプリケーション特有のプロセッサによって実行されるようにフォーマ
ットされた命令で、全体的または部分的に、インプリメントされうる。
【００７８】
　[0090]図１４は、本開示の様々な態様に従って、無免許スペクトル中の制御およびデー
タサブ帯域の分離のためのワイヤレスデバイス１２００またはワイヤレスデバイス１３０
０のコンポーネントであり得る、無免許サブ帯域マネージャ１２１０－ｂのブロック図１
４００を示す。ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０－ｂは、図１２～図１３を参照し
て説明されたＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０の態様の例であり得る。ＡＰ無免許
サブ帯域マネージャ１２１０－ｂは、サブ帯域識別マネージャ１３０５－ａ、およびＡＰ
サブ帯域予約マネージャ１３１０－ａを含み得る。これらのモジュールの各々は、図１３
を参照して上述された機能を実行し得る。ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０－ｂは
また、データトラフィックアドミニストレータ１４０５、ＡＰサブ帯域割り当てコーディ
ネータ１４１０、およびＡＰ制御トラフィックアドミニストレータ１４１５を含み得る。
【００７９】
　[0091]ＡＰデータトラフィックアドミニストレータ１４０５は、データサブ帯域を通し
てデータを受信するために受信機１２０５と協力し得る。一例では、ＡＰデータトラフィ
ックアドミニストレータ１４０５は、データサブ帯域が予約される持続時間の間にデータ
サブ帯域を通してデータトラフィックを受信し得る。データサブ帯域は、図２～図７を参
照して説明されたような、データサブ帯域を通して送信された拡張自己ＣＴＳによって同
じネットワーク中の複数のワイヤレスデバイスのために予約され得る。拡張自己ＣＴＳは
、ワイヤレスデバイスまたはＳＴＡ１１５によって送られ得る。いくつかの場合では、Ａ
Ｐデータトラフィックアドミニストレータ１４０５は、データサブ帯域が予約される第２
の持続時間の間にデータサブ帯域を通してデータトラフィックを送信し得る。データサブ
帯域は、データサブ帯域を通して送信された第２の拡張自己ＣＴＳによって多数のワイヤ
レスデバイスのために予約され得る。第２の拡張自己ＣＴＳは、ネットワーク中のワイヤ
レスデバイスまたは別のワイヤレスデバイスによって送信され得る。第２の拡張自己ＣＴ
Ｓは、制御サブ帯域を通して送られたデータサブ帯域のためのサブ帯域割り当てに基づき
得る。
【００８０】
　[0092]ＡＰサブ帯域割り当てコーディネータ１０１０は、制御サブ帯域を通してサブ帯
域割り当てを送信するために送信機１２１５と協力し得る。たとえば、ＡＰサブ帯域割り
当てコーディネータ１４１０は、第１のサブ帯域を通してデータサブ帯域のためのサブ帯
域割り当てを送信し得る。送信は、制御チャネルが同じネットワーク中の多数のワイヤレ
スデバイスのために予約される持続時間の間に生じ得る。いくつかの場合では、サブ帯域
割り当ては、トラフィック要求に応答し得る。
【００８１】
　[0093]ＡＰ制御トラフィックアドミニストレータ１４１５は、制御帯域を通して制御ト
ラフィックを受信するために受信機１２０５と協力し得る。たとえば、ＡＰ制御トラフィ
ックアドミニストレータ１４１５は、同じネットワーク中のワイヤレスデバイスのうちの
少なくとも１つによって制御サブ帯域を通して送られた制御トラフィックを受信し得る。
いくつかの場合では、制御トラフィックは、トラフィック要求および／またはＣＱＩ報告
を含む。制御トラフィックは、図２～図７を参照して説明されたような、制御サブ帯域が
予約される持続時間の間に受信され得る。制御サブ帯域は、制御サブ帯域を通して送られ
た拡張自己ＣＴＳによって予約され得る。いくつかの場合では、ＡＰ制御トラフィックア
ドミニストレータ１４１５は、制御サブ帯域を通して制御トラフィックを送信するために
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送信機１２１５と協力し得る。たとえば、ＡＰ制御トラフィックアドミニストレータ１４
１５は、制御サブ帯域が予約される持続時間の間に制御サブ帯域を通して制御トラフィッ
クの送信を容易にし得る。いくつかの例では、制御トラフィックを送信することは、ラン
ダムアクセススキームまたは所定のラウンドロビンＴＤＭＡスキームに従って制御トラフ
ィックを送信することを含む。
【００８２】
　[0094]図１５は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトルにおける制御お
よびデータサブ帯域の分離のために構成されたＡＰ１１０を含むシステム１５００の図を
示す。システム１５００は、ＡＰ１１０－ｇを含み得、これは、図１、図２および図１２
～図１４を参照して説明されたワイヤレスデバイス１２００、ワイヤレスデバイス１３０
０、中央コーディネータ１４０、またはＡＰ１１０の例であり得る。ＡＰ１１０－ｇは、
ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１５１０を含み得、これは、図１２～図１４を参照して説
明されたＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０の例であり得る。ＡＰ１１０－ｇはまた
、通信を送信するためのコンポーネントと通信を受信するためのコンポーネントとを含む
、双方向の音声およびデータ通信のためのコンポーネントを含み得る。例えば、ＡＰ１１
５－ｇは、ＳＴＡ１１５－ｊまたは基地局１１５－ｋと双方向に通信し得る。
【００８３】
　[0095]ＡＰ１１０－ｇは、プロセッサ１５０５、メモリ１５１５（ソフトウェア（ＳＷ
）１５２０を含む）、トランシーバ１５３５、およびアンテナ１５４０を含みえ、それら
は各々、（例えば、バスシステム１５４５を通して）互いと、直接的にまたは間接的に、
通信中であり得る。トランシーバ１５３５は、マルチモードデバイスであり得るＳＴＡ１
１５と、（１つまたは複数の）アンテナ１５４０を介して双方向に通信するように構成さ
れ得る。トランシーバ１５３５（またはＡＰ１１０－ｇの他のコンポーネント）はまた、
１つまたは複数の他のＡＰ（示されていない）と、アンテナ１５４０を介して双方向に通
信するように構成され得る。トランシーバ１５３５は、パケットを変調して、変調された
パケットを送信のためにアンテナ１５４０に提供するように、およびアンテナ１５４０か
ら受信されたパケットを復調するように構成されるモデムを含み得る。ＡＰ１１０－ｇは
、各々が１つまたは複数の関連したアンテナ１５４０を有する、複数のトランシーバ１５
３５を含み得る。トランシーバは、組み合わされた図１２の受信機１２０５および送信機
１２１５の例であり得る。
【００８４】
　[0096]メモリ１５１５は、ＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１５１５はまた、実
行されると、プロセッサ１５０５に、本明細書で説明される様々な機能（例えば、無免許
スペクトル中の制御およびデータサブ帯域の分離、カバレッジ強化技法を選択すること、
呼処理、データベース管理、メッセージルーティング、等）を実行させるように構成され
た命令を含む、コンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェアコード１５２０を
記憶し得る。代替として、ソフトウェア１５２０は、プロセッサ１５０５によって直接実
行可能ではないことがありうるが（例えば、コンパイルおよび実行されたときに）、コン
ピュータに、本明細書で説明される機能を実行させるように構成され得る。プロセッサ１
５０５は、インテリジェントハードウェアデバイス、例えば、ＣＰＵ、マイクロコントロ
ーラ、ＡＳＩＣ等を含み得る。プロセッサ１５０５は、符号化器、キュープロセシングモ
ジュール（queue processing modules）、ベースバンドプロセッサ、無線ヘッドコントロ
ーラ、デジタルシグナルプロセッサ（ＤＳＰ）等のような、様々な専用プロセッサを含み
得る。
【００８５】
　[0097]図１６は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトル中の制御および
データサブ帯域の分離のための方法を示すフローチャート１６００を示す。方法の動作１
６００は、図１～図１５を参照して説明されたように、ＳＴＡ１１５、ＡＰ１１０、また
は中央コーディネータ１４０のようなワイヤレスデバイスあるいはそのコンポーネントに
よってインプリメントされうる。たとえば、方法の動作１６００は、図８～図１１を参照
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して説明されたような、無免許サブ帯域マネージャ８１０によって、または図１２～図１
５を参照して説明されたＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０によって実行されるまた
は容易にされ得る。いくつかの例では、ワイヤレスデバイスは、以下に説明される機能を
実行するためのワイヤレスデバイスの機能的な要素を制御するために、コードのセットを
実行しうる。追加または代替として、ワイヤレスデバイスは、専用ハードウェアを使用し
て、以下に説明される態様機能を実施し得る。
【００８６】
　[0098]ブロック１６０５で、ワイヤレスデバイスは、制御トラフィックを通信するため
に使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域（たとえば、制御サブ
帯域）と、データトラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル
帯域中の第２のサブ帯域（たとえば、データサブ帯域）とを識別し得る。第１のサブ帯域
および第２のサブ帯域は、図２～図７を参照して説明されたように異なり得る。特定の例
では、ブロック１６０５の動作は、図９を参照して説明されたように、サブ帯域識別マネ
ージャ９０５によって実行され得るまたは容易にされ得る。特定の例では、ブロック１６
０５の動作は、図１３を参照して説明されたように、ＡＰサブ帯域識別マネージャ１３０
５によって実行され得るまたは容易にされ得る。
【００８７】
　[0099]ブロック１６１０で、ワイヤレスデバイスは、ワイヤレスデバイスのセットのた
めに第１の持続時間の間、第１のサブ帯域を予約し得る。予約は、図２～図７を参照して
説明されたように、第１のサブ帯域を通して送信された拡張自己ＣＴＳに少なくとも部分
的に基づき得る。特定の例では、ブロック１６１０の動作は、図９を参照して説明された
ように、サブ帯域予約マネージャ９１０によって実行され得る、または容易にされ得る。
特定の例では、ブロック１６１０の動作は、図１３を参照して説明されたように、ＡＰサ
ブ帯域予約マネージャ１３１０によって実行され得る、または容易にされ得る。
【００８８】
　[0100]図１７は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトル中の制御および
データサブ帯域の分離のための方法を示すフローチャート１７００を示す。方法１７００
の動作は、図１～図１５を参照して説明されたように、ＡＰ１１０のようなワイヤレスデ
バイスによってインプリメントされ得る。たとえば、方法１７００の動作は、図１２～図
１５を参照して説明されたように、ＡＰ無免許サブ帯域マネージャ１２１０によって実行
され得る。いくつかの例では、ＡＰ１１０は、以下に説明される機能を実行するようにＡ
Ｐ１１０の機能的要素を制御するコードのセットを実行し得る。追加または代替として、
ＡＰ１１０は、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される機能態様を実行し得る。
方法１７００はまた、図１６の方法１６００の態様を組み込み得る。
【００８９】
　[0101]ブロック１７０５で、ＡＰ１１０は、制御トラフィックを通信するために使用さ
れる無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域（たとえば、制御サブ帯域）と
、データトラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の
第２のサブ帯域（たとえば、データサブ帯域）とを識別し得る。第１のサブ帯域および第
２のサブ帯域は、図２～図７を参照して説明されたように異なり得る。一例では、第１の
サブ帯域は、サブ１ＧＨｚ帯域中にあり、第２のサブ帯域は、２．４ＨＧｚまたは５ＧＨ
ｚ帯域中にある。特定の例では、ブロック１７０５の動作は、図１３を参照して説明され
たように、ＡＰサブ帯域識別マネージャ１３０５によって実行され得るまたは容易にされ
得る。ブロック１７１０で、ＡＰ１１０は、ワイヤレスデバイスのセットのために第１の
持続時間の間、第１のサブ帯域を予約し得る。ワイヤレスデバイスのセットは、ＡＰ１１
０と同じネットワーク中にあり得る。予約は、図２～図７を参照して説明されたように、
第１のサブ帯域を通して送信された拡張自己ＣＴＳに少なくとも部分的に基づき得る。特
定の例では、ブロック１７１０の動作は、図１３を参照して説明されたように、サブ帯域
予約マネージャ１３１０によって実行され得る、または容易にされ得る。
【００９０】
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　[0102]ブロック１７１５で、ＡＰ１１０は、図２～図７を参照して説明されたように、
第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、第１の持続時間の間に第１のサブ帯域を通
して、送信し得る。特定の例では、ブロック１７１５の動作は、図１４を参照して説明さ
れたように、ＡＰサブ帯域割り当てコーディネータ１４１０によって実行され得る、また
は容易にされ得る。ブロック１７２０で、ＡＰ１１０は、図２～図７を参照して説明され
たように、第２の持続時間の間に第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信し得
、第２のサブ帯域は、第２のサブ帯域を通して送信された第２の拡張自己ＣＴＳによって
第２の持続時間の間、複数のワイヤレスデバイスのために予約される。第２の拡張自己Ｃ
ＴＳは、サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づき得る。特定の例では、ブロック１
７２０の動作は、図１４を参照して説明されたように、ＡＰデータアドミニストレータ１
４０５によって実行され得る、または容易にされ得る。
【００９１】
　[0103]図１８は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトル中の制御および
データサブ帯域の分離のための方法を示すフローチャート１８００を示す。方法の動作１
８００は、図１～図１１を参照して説明されたように、ＡＰ１１５またはそれのコンポー
ネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法の動作１８００は、図８～図１１
を参照して説明されたように、無免許サブ帯域マネージャ８１０によって実行され得る。
いくつかの例では、ＳＴＡ１１５は、以下に説明される機能を実行するようにＳＴＡ１１
５の機能的要素を制御するコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＳＴＡ
１１５は、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される機能態様を実行し得る。方法
１８００はまた、図１６～図１７の方法１６００および１７００の態様を組み込み得る。
【００９２】
　[0104]ブロック１８０５で、ＳＴＡ１１５は、制御トラフィックを通信するために使用
される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域（たとえば、制御サブ帯域）
を識別し得る。ＳＴＡ１１５はまた、データトラフィックを通信するために使用される無
免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域（たとえば、データサブ帯域）を識別
し得る。第１のサブ帯域は、第２の帯域幅のものより小さい帯域幅を有し得る。特定の例
では、ブロック１８０５の動作は、図９を参照して説明されたように、サブ帯域識別マネ
ージャ９０５によって実行され得るまたは容易にされ得る。ブロック１８１０で、ＳＴＡ
１１５は、ワイヤレスデバイスのセットのために第１の持続時間の間、第１のサブ帯域を
予約し得る。予約は、図２～図７を参照して説明されたように、第１のサブ帯域を通して
送信された拡張自己ＣＴＳに少なくとも部分的に基づき得る。特定の例では、ブロック１
８１０の動作は、図９を参照して説明されたように、サブ帯域予約マネージャ９１０によ
って実行され得る、または容易にされ得る。
【００９３】
　[0105]ブロック１８１５で、ＡＰ１１５は、図２～図７を参照して説明されたように、
第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、第１の持続時間の間に第１のサブ帯域を通
して、受信し得る。特定の例では、ブロック１８１５の動作は、図１０を参照して説明さ
れたように、サブ帯域割り当てコーディネータ１０１０によって実行され得る、または容
易にされ得る。ブロック１８２０で、ＳＴＡ１１５は、第２の持続時間の間に第２のサブ
帯域を通してデータトラフィックを送信し得る。第２のサブ帯域は、図２～図７を参照し
て説明されたような、第２のサブ帯域を通して送信された第２の拡張自己ＣＴＳによって
第２の持続時間の間、複数のワイヤレスデバイスのために予約され得る。いくつかの場合
では、第２の拡張自己ＣＴＳは、サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づき得る。特
定の例では、ブロック１８２０の動作は、図１０を参照して説明されたように、データア
ドミニストレータ１００５によって実行され得る、または容易にされ得る。
【００９４】
　[0106]図１９は、本開示の様々な態様にしたがって、無免許スペクトル中の制御および
データサブ帯域の分離のための方法を示すフローチャート１９００を示す。方法１９００
の動作は、図１～図１５を参照して説明されたＵＥ１１５またはそれのコンポーネントに
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よってインプリメントされ得る。例えば、方法の動作１９００は、図８～図１１を参照し
て説明されたように、無免許サブ帯域マネージャ８１０によって実行され得る。いくつか
の例では、ＳＴＡ１１５は、以下に説明される機能を実行するようにＳＴＡ１１５の機能
的要素を制御するコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＳＴＡ１１５は
、専用ハードウェアを使用して、以下に説明される機能態様を実行し得る。方法１９００
はまた、図１６～図１８の方法１６００、１７００、および１８００の態様を組み込み得
る。
【００９５】
　[0107]ブロック１９０５で、ＳＴＡ１１５は、制御トラフィックを通信するために使用
される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域（たとえば、制御サブ帯域）
を識別し得る。ＳＴＡ１１５はまた、データトラフィックを通信するために使用される無
免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域（たとえば、データサブ帯域）を識別
し得る。第１のサブ帯域は、第２のサブ帯域の周波数より低い周波数であり得る。特定の
例では、ブロック１９０５の動作は、図９を参照して説明されたように、サブ帯域識別マ
ネージャ９０５によって実行され得るまたは容易にされ得る。
【００９６】
　[0108]ブロック１９１０で、ＳＴＡ１１５は、複数のワイヤレスデバイスのために第１
の持続時間の間、第１のサブ帯域を予約し得る。予約は、図２～図７を参照して説明され
たように、第１のサブ帯域を通して送信された拡張自己ＣＴＳに少なくとも部分的に基づ
き得る。いくつかの場合では、予約は、ＳＴＡ１１５以外のワイヤレスデバイスによって
行われ得る。そのような場合では、ＳＴＡ１１５は、拡張自己ＣＴＳ中に含まれるネット
ワークＩＤを検出し、第１のサブ帯域が予約期間の間アクセス可能であると決定し得る。
特定の例では、ブロック１９１０の動作は、図９を参照して説明されたように、サブ帯域
予約マネージャ９１０によって実行され得る、または容易にされ得る。
【００９７】
　[0109]ブロック１９１５で、ＡＰ１１５は、図２～図７を参照して説明されたように、
第１の持続時間の間に、第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを送信し得る。いくつ
かの場合では、ＳＴＡ１１５は、ランダムアクセススキーム（たとえば、ＣＳＭＡ）また
は所定のラウンドロビンアクセススキーム（たとえば、ＴＤＭＡ）に従って制御トラフィ
ックを送信し得る。制御トラフィックは、ＣＱＩ報告および／またはトラフィック要求を
含み得る。いくつかの場合では、制御トラフィックは、ＳＴＡ１１５によって受信された
サブ帯域割り当てに従って送信され得る。特定の例では、ブロック１９１５の動作は、図
１０を参照して説明されたように、制御アドミニストレータ１０１５によって実行され得
る、または容易にされ得る。
【００９８】
　[0110]したがって、方法１６００、１７００、１８００、および１９００は、無免許ス
ペクトル中の制御およびデータサブ帯域の分離を提供し得る。方法１６００、１７００、
１８００、および１９００が、可能なインプリメンテーションを説明しており、動作およ
びステップが、他のインプリメンテーションが可能になるように並べ替えられ得るか、ま
たはそうでない場合は修正され得ることが留意されるべきである。いくつかの例では、方
法１６００、１７００、１８００、および１９００のうちの２つ以上から態様が組み合わ
され得る。
【００９９】
　[0111]本明細書での説明は、例を提供するものであり、特許請求の範囲に記載されてい
る範囲、適用可能性、または例を限定するものではない。変更は、本開示の範囲から逸脱
することなく、説明される要素の機能および配置において行われうる。様々な例は、様々
なプロシージャまたはコンポーネントを、適宜、省略、置換、または追加し得る。また、
いくつかの例に関して説明される特徴は、他の例において組み合わされ得る。
【０１００】
　[0112]添付された図面に関連して本明細書に記載された説明は、実例的な構成を説明し
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ており、インプリメントされ得るまたは特許請求の範囲内にあるすべての例を表してはい
ない。本明細書で使用される「例示的（exemplary）」という用語は、「好ましい」また
は「他の例よりも有利である」ということではなく、「例、事例、または例示としての役
割をすること」を意味する。詳細な説明は、説明された技法の理解を提供する目的で具体
的な詳細を含む。しかしながら、これらの技法は、これらの特定の詳細なしに実施され得
る。いくつかの事例では、周知の構造およびデバイスは、説明されている例のコンセプト
を暖味にすることを回避するためにブロック図の形態で図示されている。
【０１０１】
　[0113]添付された図面では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有
しうる。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルに、ダッシュと、同
様のコンポーネントを区別する第２のラベルとを後続させることによって区別され得る。
本明細書において第１の参照ラベルのみが使用されている場合、本説明は、第２の参照ラ
ベルに関係なく同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのいずれか１つに、
適用可能である。
【０１０２】
　[0114]本明細書に説明された情報および信号は、多様な異なる技術および技法のうちの
任意のものを使用して表わされうる。例えば、上記の説明全体を通じて参照されうるデー
タ、命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電
磁波、磁場または磁性粒子、光学場または光学粒子、あるいはそれらのいずれの組み合わ
せによっても表され得る。
【０１０３】
　[0115]本明細書での開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュー
ルは、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブルロジック
デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジスタロジック、ディスクリートハードウ
ェアコンポーネント、あるいはここに説明された機能を実行するように設計されたそれら
の任意の組み合わせを用いてインプリメントまたは実行され得る。汎用プロセッサはマイ
クロプロセッサでありうるが、代わりとして、プロセッサは、いずれの従来のプロセッサ
、コントローラ、マイクロコントローラ、またはステートマシンでもあり得る。プロセッ
サはまた、コンピューティングデバイスの組み合わせ（例えば、デジタルシグナルプロセ
ッサ（ＤＳＰ）およびマイクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、Ｄ
ＳＰコアと連携した１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよう
な構成）としてインプリメントされ得る。
【０１０４】
　[0116]本明細書で説明されている機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行され
るソフトウェア、ファームウェア、またはそれらのいずれの組み合わせでもインプリメン
トされる。プロセッサによって実行されるソフトウェアにおいてインプリメントされる場
合、機能は、コンピュータ可読媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶
または送信され得る。他の例およびインプリメンテーションは、本開示および添付の請求
項の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性質に起因して、上記に説明された機能は、
プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワ
イヤリング、またはこれらのうちのいずれのものの組合せを使用してもインプリメントさ
れうる。機能を実現する特徴はまた、様々な位置において物理的に位置付けされ得、それ
は、機能の一部が異なる物理的な位置においてインプリメントされるように分散されるこ
とを含む。また、請求項を含め、ここで使用される場合、項目のリスト（例えば、「のう
ちの少なくとも１つ」または「のうちの１つまたは複数」のような表現が付される項目の
リスト）で使用される「または」は、例えば、「Ａ、ＢまたはＣのうちの少なくとも１つ
」のリストが、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すな
わち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するように、包括的なリスト（an inclusive list）
を示す。
【０１０５】
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　[0117]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的コンピュータ記憶媒体との両方を
含む。非一時的記憶媒体は、汎用または特殊用途コンピュータによってアクセスされるこ
とができる任意の利用可能な媒体でありうる。限定ではなく例として、非一時的なコンピ
ュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ（Ｅ
ＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスク記
憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、命令またはデー
タ構造の形式で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用されること
ができ、かつ、汎用または専用コンピュータ、または汎用または専用プロセッサによって
アクセスされることができるその他任意の非一時的な媒体を備えることができる。また、
あらゆる接続手段がコンピュータ可読媒体と適当に名付けられる。例えば、ソフトウェア
が、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）
、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケ
ーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマ
イクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用される場合
、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（
disc）、光学ディスク（disc）、デジタル多目的ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピ
ー（登録商標）ディスク（disk）、およびブルーレイディスク（disc）を含み、ここでデ
ィスク（disk）は通常磁気的にデータを再生する一方で、ディスク（disc）は、レーザー
を用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せもまた、コンピュータ可読媒体の範囲
内に含まれる。
【０１０６】
　[0118]本明細書での説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかになり、本明細
書で定義された一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他のバリエーショ
ンに適用されうる。したがって、本開示は、本明細書で説明されている例および設計に限
定されることになっておらず、本明細書で開示されており原理および新規な特徴と一致す
る最も広い範囲を与えられることとなる。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年5月1日(2018.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　ワイヤレスデバイスが、制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波
数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用され
る無免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて
、前記第１のサブ帯域および前記第２のサブ帯域は、異なる、と、
　前記ワイヤレスデバイスが、複数の他のワイヤレスデバイスの間の通信のために第１の
持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約すること、前記予約は、前記第１のサブ帯域を
通して前記ワイヤレスデバイスによって送信される自己送信可（自己ＣＴＳ）に少なくと
も部分的に基づく、と
　を備える、方法。
【請求項２】
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信すること
をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第２の自
己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数の他のワイヤレスデバイスのために
予約される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して送信することをさらに備え、前記第２の自己ＣＴＳは、前記サブ帯域
割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信すること
をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第２の自
己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数の他のワイヤレスデバイスのために
予約される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して受信することをさらに備え、前記第２の自己ＣＴＳは、前記サブ帯域
割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の持続時間の間に前記複数の他のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つ
によって、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信することをさらに備える
、
　請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１の持続時間の間に前記複数の他のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つ
によって前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを送信することをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
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【請求項８】
　前記制御トラフィックを送信することは、
　ランダムアクセススキームまたは所定のラウンドロビン時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ス
キームに従って前記制御トラフィックを送信することを備える、
　請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の他のワイヤレスデバイスのために前記第１の持続時間の間、前記第１のサブ
帯域を予約することは、
　前記第１の持続時間の間に前記第１のサブ帯域を通して送信された制御トラフィックに
関連付けられたワイヤレスデバイスから前記自己ＣＴＳを送信することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数の他のワイヤレスデバイスのために前記第１の持続時間の間、前記第１のサブ
帯域を予約することは、
　前記第１の持続時間の間に前記第１のサブ帯域を通して送信された制御トラフィックに
関連付けられない中央コーディネータから前記自己ＣＴＳを送信することを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の持続時間の間に前記複数の他のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つ
によって、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信することをさらに備え、
前記制御トラフィックは、トラフィック要求またはチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）
報告のうちの少なくとも１つを備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記自己ＣＴＳは、前記複数の他のワイヤレスデバイスが属するネットワークに対応す
るネットワーク識別子（ＩＤ）を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域より低い周波数中にあり、前記第２のサブ
帯域より小さい帯域幅を備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第１のサブ帯域は、サブ１ＧＨｚ範囲中にある周波数を備え、前記第２のサブ帯域
は、２．４ＧＨｚまたは５ＧＨｚ帯域中にある周波数を備え、前記第２のサブ帯域の帯域
幅は、前記第１のサブ帯域より少なくとも１０倍大きい、
　請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第
１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペ
クトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別するための手段、ここにおいて、前記第１のサブ
帯域および前記第２のサブ帯域は、異なる、と、
　複数の他の装置の間の通信のために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約す
るための手段、前記予約は、前記装置によって前記第１のサブ帯域を通して送信される自
己送信可（自己ＣＴＳ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を備える、装置。
【請求項１６】
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信するため
の手段をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第
２の自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数の他の装置のために予約され



(40) JP 2018-530215 A 2018.10.11

る、
　を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して、送信するための手段をさらに備え、前記第２の自己ＣＴＳは、前記
サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信するため
の手段をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第
２の自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数の他の装置のために予約され
る、
　を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項１９】
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して受信するための手段をさらに備え、前記第２の自己ＣＴＳは、前記サ
ブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　を備える、請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　前記第１の持続時間の間に前記複数の他の装置のうちの少なくとも１つによって、前記
第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信するための手段をさらに備える、
　を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２１】
　前記第１の持続時間の間に前記複数の他の装置のうちの少なくとも１つによって、前記
第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを送信するための手段をさらに備える、
　を備える、請求項１５に記載の装置。
【請求項２２】
　前記制御トラフィックを前記送信するための手段は、
　ランダムアクセススキームまたは所定のラウンドロビン時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ス
キームに従って前記制御トラフィックを送信することを備える、
　を備える、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記装置は、前記第１の持続時間の間に前記第１のサブ帯域を通して送信された制御ト
ラフィックに関連付けられる、
　請求項１５に記載の装置。
【請求項２４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の
第１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される前記無免許無線周波
数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて、前記第１のサブ
帯域および前記第２のサブ帯域は、異なる、と、
　　複数の他の装置のために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約すること、
前記予約は、前記装置によって前記第１のサブ帯域を通して送信される自己送信可（自己
ＣＴＳ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える、装置。
【請求項２５】
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　前記命令は、前記装置に、
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信すること
を行わせるように動作可能であり、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して
送信された第２の自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数の他の装置のた
めに予約される、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２６】
　前記命令は、前記装置に、
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して、送信することを行わせるように動作可能であり、前記第２の自己Ｃ
ＴＳは、前記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　請求項２５に記載の装置。
【請求項２７】
　前記命令は、前記装置に、
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信すること
を行わせるように動作可能であり、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して
送信された第２の自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数の他の装置のた
めに予約される、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項２８】
　前記命令は、前記装置に、
前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１の
サブ帯域を通して受信することを行わせるように動作可能であり、前記第２の自己ＣＴＳ
は、前記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　請求項２７に記載の装置。
【請求項２９】
　前記命令は、前記装置に、
　前記第１の持続時間の間に前記複数の他の装置のうちの少なくとも１つによって、前記
第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信することを行わせるように動作可能であ
る、
　請求項２４に記載の装置。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　ワイヤレスデバイスが、制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波
数スペクトル帯域中の第１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用され
る無免許無線周波数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて
、前記第１のサブ帯域および前記第２のサブ帯域は、異なる、と、 
　前記ワイヤレスデバイスが、複数の他のワイヤレスデバイスの間の通信のために第１の
持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約すること、前記予約は、前記ワイヤレスデバイ
スによって前記第１のサブ帯域を通して送信される自己送信可（自己ＣＴＳ）に少なくと
も部分的に基づく、と
　を行わせるように実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　[0118]本明細書での説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするた
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めに提供される。本開示への様々な修正は、当業者にとって容易に明らかになり、本明細
書で定義された一般的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなく、他のバリエーショ
ンに適用されうる。したがって、本開示は、本明細書で説明されている例および設計に限
定されることになっておらず、本明細書で開示されており原理および新規な特徴と一致す
る最も広い範囲を与えられることとなる。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第
１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペ
クトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて、前記第１のサブ帯域お
よび前記第２のサブ帯域は、異なる、と、
　複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約す
ること、前記予約は、前記第１のサブ帯域を通して送信される拡張自己送信可（自己ＣＴ
Ｓ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信すること
をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第２の拡
張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレスデバイスのために
予約される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して送信することをさらに備え、前記第２の拡張自己ＣＴＳは、前記サブ
帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　［Ｃ２］に記載の方法。
［Ｃ４］
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信すること
をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第２の拡
張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレスデバイスのために
予約される、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して受信することをさらに備え、前記第２の拡張自己ＣＴＳは、前記サブ
帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　［Ｃ４］に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信することをさらに備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを送信することをさらに備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記制御トラフィックを送信することは、
　ランダムアクセススキームまたは所定のラウンドロビン時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ス
キームに従って前記制御トラフィックを送信することを備える、



(43) JP 2018-530215 A 2018.10.11

　［Ｃ７］に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記複数のワイヤレスデバイスのために前記第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域
を予約することは、
　前記第１の持続時間の間に前記第１のサブ帯域を通して送信された制御トラフィックに
関連付けられたワイヤレスデバイスから前記拡張自己ＣＴＳを送信することを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記複数のワイヤレスデバイスのために前記第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域
を予約することは、
　前記第１の持続時間の間に前記第１のサブ帯域を通して送信された制御トラフィックに
関連付けられない中央コーディネータから前記拡張自己ＣＴＳを送信することを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信することをさらに備え、前記
制御トラフィックは、トラフィック要求またはチャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）報告
のうちの少なくとも１つを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記拡張自己ＣＴＳは、前記複数のワイヤレスデバイスが属するネットワークに対応す
るネットワーク識別子（ＩＤ）を備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域より低い周波数中にあり、前記第２のサブ
帯域より小さい帯域幅を備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第１のサブ帯域は、サブ１ＧＨｚ範囲中にある周波数を備え、前記第２のサブ帯域
は、２．４ＧＨｚまたは５ＧＨｚ帯域中にある周波数を備え、前記第２のサブ帯域の帯域
幅は、前記第１のサブ帯域より少なくとも１０倍大きい、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１５］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第
１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペ
クトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別するための手段、ここにおいて、前記第１のサブ
帯域および前記第２のサブ帯域は、異なる、と、
　複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約す
るための手段、前記予約は、前記第１のサブ帯域を通して送信される拡張自己送信可（自
己ＣＴＳ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を備える、装置。
［Ｃ１６］
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信するため
の手段をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第
２の拡張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレスデバイスの
ために予約される、
　を備える、［Ｃ１５］に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
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のサブ帯域を通して、送信するための手段をさらに備え、前記第２の拡張自己ＣＴＳは、
前記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　を備える、［Ｃ１６］に記載の装置。
［Ｃ１８］
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信するため
の手段をさらに備え、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して送信された第
２の拡張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレスデバイスの
ために予約される、
　を備える、［Ｃ１５］に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して受信するための手段をさらに備え、前記第２の拡張自己ＣＴＳは、前
記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　を備える、［Ｃ１８］に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信するための手段をさらに備え
る、
　を備える、［Ｃ１５］に記載の装置。
［Ｃ２１］
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを送信するための手段をさらに備え
る、
　を備える、［Ｃ１５］に記載の装置。
［Ｃ２２］
　前記制御トラフィックを前記送信するための手段は、
　ランダムアクセススキームまたは所定のラウンドロビン時分割多元接続（ＴＤＭＡ）ス
キームに従って前記制御トラフィックを送信することを備える、
　を備える、［Ｃ２１］に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記複数のワイヤレスデバイスのために前記第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域
を前記予約するための手段は、
　前記第１の持続時間の間に前記第１のサブ帯域を通して送信された制御トラフィックに
関連付けられたワイヤレスデバイスから前記拡張自己ＣＴＳを送信するための手段を備え
る、
　［Ｃ１５］に記載の装置。
［Ｃ２４］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶され、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の
第１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される前記無免許無線周波
数スペクトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて、前記第１のサブ
帯域および前記第２のサブ帯域は、異なる、と、
　　複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約
すること、前記予約は、前記第１のサブ帯域を通して送信される拡張自己送信可（自己Ｃ
ＴＳ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を行わせるように動作可能な命令と
　を備える、装置。
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［Ｃ２５］
　前記命令は、前記装置に、
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを受信すること
を行わせるように動作可能であり、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して
送信された第２の拡張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレ
スデバイスのために予約される、
　［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記命令は、前記装置に、
　前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１
のサブ帯域を通して、送信することを行わせるように動作可能であり、前記第２の拡張自
己ＣＴＳは、前記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　［Ｃ２５］に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記命令は、前記装置に、
　第２の持続時間の間に前記第２のサブ帯域を通してデータトラフィックを送信すること
を行わせるように動作可能であり、前記第２のサブ帯域は、前記第２のサブ帯域を通して
送信された第２の拡張自己ＣＴＳによって前記第２の持続時間の間、前記複数のワイヤレ
スデバイスのために予約される、
　［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記命令は、前記装置に、
前記第２のサブ帯域のためのサブ帯域割り当てを、前記第１の持続時間の間に前記第１の
サブ帯域を通して受信することを行わせるように動作可能であり、前記第２の拡張自己Ｃ
ＴＳは、前記サブ帯域割り当てに少なくとも部分的に基づく、
　［Ｃ２７］に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記命令は、前記装置に、
　前記第１の持続時間の間に前記複数のワイヤレスデバイスのうちの少なくとも１つによ
って、前記第１のサブ帯域を通して制御トラフィックを受信することを行わせるように動
作可能である、
　［Ｃ２４］に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶した非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　制御トラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペクトル帯域中の第
１のサブ帯域と、データトラフィックを通信するために使用される無免許無線周波数スペ
クトル帯域中の第２のサブ帯域とを識別すること、ここにおいて、前記第１のサブ帯域お
よび前記第２のサブ帯域は、異なる、と、 
　複数のワイヤレスデバイスのために第１の持続時間の間、前記第１のサブ帯域を予約す
ること、前記予約は、前記第１のサブ帯域を通して送信される拡張自己送信可（自己ＣＴ
Ｓ）に少なくとも部分的に基づく、と
　を行わせるように実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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